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第 10日目（６月 10日） 

○議   長（小澤 実君）  おはようございます。延会前に引き続き、本会議を再開い

たします。 

○議   長  ただいまの出席議員数は 21 名であります。これから本日の会議を開きま

す。  

 なお、大平剛君から療養のため欠席、病院事業管理者から公務のため早退の届けが出てお

りますので報告いたします。また、雪国新聞より写真撮影の願いが出ていますので、これを

許可します。 

傍聴の皆様、早朝より大変ご苦労さまです。 

〔午前９時 30分〕 

○議   長  本日の日程は一般質問とし、一般質問を続行いたします。 

○議   長  質問順位 10番、議席番号 13番・岡村雅夫君。 

○岡村雅夫君  おはようございます。発言を許されましたので、通告に従い一般質問をい

たします。今回は１項目であります。 

南魚沼市医療のまちづくり構想を問う 

南魚沼市医療のまちづくり構想を問う、ということで始めさせていただきます。2019年６

月定例会――昨年であります。医師確保対策のほか、市の医療施策全般への専門的な見地か

ら意見をいただくため、新たに医療政策特別顧問を設置し、外山千也氏を登用いたしました。

2019年度の報酬は３月までで 10か月でありますので 100万円。月 10万円であります。費用

弁償 50万 4,000円で任期の更新は妨げないとしています。 

2020 年度予算、今年度予算でありますが、報酬は 120 万円、費用弁償 63 万 5,000 円が盛

られています。2020年３月１日には医療のまちづくり検討委員会が設置され、７人のそうそ

うたるメンバーに就任いただいています。予算は報償費 60万 6,000円、費用弁償 115万円と

しています。５回分の委員会費用であります。外山氏も委員となっています。また、今年度、

予算 1,875万円で医学部寄附講座が開設されます。 

 質問に移ります。（１）特別顧問の具申での一連の動きかと見えますが、構想について伺い

ます。小項目として、①外山氏を特別顧問に抜擢したいきさつと理由は。②特別顧問との取

り組みの成果は。③どう医師不足解消に有機的に連動させようとしているのか伺います。④

市長の構想を示しての検討委員会への諮問であるべきと考えるが、示せますか。 

 （２）であります。「医療のまちづくり検討委員会」設置に至る経緯と目的を伺います。小

項目として、①医療政策特別顧問の外山氏を委員にした理由を伺います。②特別顧問と市長

で大枠が決定しているならそれを示し、結論に至らなかった点について委員の提言を求めた

らどうでしょうか。③現場の委員がいないのはなぜか伺います。④既に医療再編は――魚沼

圏域でありますが――医療再編は済んだと認識していましたが、さらに進めるつもりなのか

伺います。⑤魚沼基幹病院の役割に変質があるが、どう捉えているか伺います。市長は魚沼

基幹病院の理事でもあります。 
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 （３）医学部寄附講座の構想・運営について伺います。①医師招聘にどうつながるのか。②

計画の年限は定められておられますか。 

以上、壇上での質問にかえます。 

○議   長  岡村雅夫君の質問に対する市長の答弁を求めます。 

 市長。 

○市   長  おはようございます。それでは、岡村議員のご質問に答えてまいります。 

南魚沼市医療のまちづくり構想を問う 

今回は医療ということで、大変大きいテーマであります。一生懸命答えますが、項目が大

変多岐にわたっていますのでちょっとお時間をいただきます。簡単な問題ではございません

のでよろしくお願いいたします。 

 まずは、特別顧問の具申での一連の動きと見えるが、構想についてということで、最初に

ちょっと申し上げます。特別顧問の具申でも――具申というか、アドバイスは多少あったか

もしれませんが、これから話をする検討委員会の設置とかは私の強い思いです。それから構

想という言葉をお使いですが、「構想」そこがもうそもそもちょっと受けとめられ方の間違い

になってしまうやもしれないので、私の説明中このことについてたび重ねて触れる部分があ

りますが、ここはよく酌み取っていただきたいと思いますのでご注意を願います。 

 まず、１点の特別顧問に抜擢したいきさつと理由ということです。南魚沼市において医師

確保、また将来を保証し得る医療提供体制の構築。言葉で言うとまことに簡単ですが、大変

な問題であります。これは喫緊の課題です。魚沼基幹病院の開院後も医療、介護人材の確保

は十分とは言えておりません。これは事実であります。医師不足は解消されないままとなっ

ています。これは魚沼基幹病院だけの問題ではありません。全国的な問題とも言えます。こ

れはさらに悪化していると思います、特に我々の地域は。そして、限りある医療資源の有効

活用を図るためには、各病院の役割分担の明確化が本当に大きな課題になります。これも重

要な課題です。 

こうした医療を取り巻く課題を解決していくためには、まずは実情の徹底した把握。これ

が本当に我々にあったかという思いが私はこの１年間ずっとしています。医療機関、または

関係の行政――これは県とかも含めてあります――こういったところとの綿密な協議がやは

り重要であります。高い専門的知識が求められます。私も最初からかぶとを脱いで申しわけ

ありません。ここにいるほとんどの方、私以上の方も当然いらっしゃると思いますけれども、

我々の認識――そういう高度な話し合いに、もうこれは私では最初の考えではだめだったと

いうふうに思ったわけですから、これは非常に大きな問題です。高い見地、本当に専門的な

知識が求められます。このため医療施策の実施に向けたさまざまな意見を求めるという形で

医療政策特別顧問を選任して、いろいろな協議を行いたいと考えたものであります。これが

いきさつであります。 

そして、抜擢したいきさつを申し上げますが、外山特別顧問は、平成 30年度の市民病院と

の「市民病院の望ましい運営のあり方」に関する医療アドバイザリーとして、きょうここに
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も来ていただいていますけれども、宮永管理者の多分思いもありまして、そういう形で締結

していただき――我々から先ではないのです。市民病院側から最初は外山先生に声がかかっ

ていったのです。これが取っかかりです。 

そして、市立病院群はもとより、市内の医療状況をよく把握している先生です。経歴を見

てもらえればわかります。若い時分のころから近くの病院、そしてゆきぐに大和病院も含め

てさまざま見てこられた先生であります。そして、昨年 12月の議員の皆さんとの勉強会の際

にもこれらはご紹介しておりますが、新潟県出身の医師であります。そしてその後、厚生労

働省で要職中の要職を務められて、今の制度設計まで携わった方であります。さまざまな医

療機関、当然、今、所属されている立場も含めて、医療人の皆さんとのネットワークという

のは、これは我々の想像を超えているそういうネットワークをお持ちであります。 

これらのことから、当市への医療政策にかかるさまざまなアドバイスがいただける方であ

ると判断し、当初は市民病院でしたけれども、市長部局の、まずは私の中の頭の中を整理し

ていく過程においても非常に重要な方だということで、願ってこの特別顧問に就任をいただ

いたということでございますので、よろしくお願いします。 

 ２つ目であります。特別顧問との取り組みの成果。成果主義なので当たり前なのですけれ

ども、そんなにたやすく成果が出る問題ではございません。しかし、もう既にあらわれてい

ます。これを説明します。毎月、医療政策の協議を行っています。これは毎月行います。１回

ではありません。２回に及ぶこともございます。医師確保に向けての動き――これは要する

に世の中の動きも含めてそういうようなところ、それから制度の詳細にわたるさまざまな課

題や、そして我々に足りていないところの指摘を含めてやっています。今後の人口動態を見

据えての必要病床の捉え方や、なぜ今、地方に医師不足が起きているのか。これをはっきり

すぱっと言える人はあまり見受けられない。私もそうでしたから。 

しかし、勉強会を重ねるごとに、それらの問題点ははっきりと見えています。また、医療

政策にかかる国の動向、今後の動き、これらはネットワークがあったり、そして制度設計に

携わった初歩から含めて全ての動きを見ている。これは単に臨床の場所にいる――批判で言

っているわけではないのですけれども――医師という立場だけではそこは私はなかなか難し

いと思います。それらを含めた非常にバランスのとれた部分がありますので、大変勉強させ

ていただいています。今後の政策への反映に資する、非常に重要でかつ内容の濃い協議を重

ねてこられていると私は思います。 

 令和２年３月に「新潟県医師確保計画」が策定されましたが、約半年前の昨年９月の段階

でこれらの動きを当然つぶさに見ておりまして、当市の医師不足の窮状をきちんと文書をも

って伝えさせていただきまして、医師確保計画に南魚沼市への地域枠医師の話、そして自治

医科大出身医師の派遣も盛り込むように――こういうことが大事なのです――そしてこれを

新潟県にいち早く要望書を提出させていただいています。県内では最も早い段階であります。

これらの内容については、今回の県の計画には具体的には明記されていません。されていま

せんが、南魚沼市が地域医療を守るために、市全体で取り組んでいるということをきちんと
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訴えることができておりまして、これらの成果と言える部分ですが、今回県の福祉保健部長

さんは新しい方が着任されました。前の方も当然あれですけれども、この方もいち早く南魚

沼市――私との会談、そしてつい先日は当市を訪れていただきまして、今の南魚沼市のあり

方をもうつぶさに研究していただいています。これらが成果と私は言えると思っております。 

 ３番目のどう医師不足解消に有機的に連動させようとしているかということですが、医療

政策協議を通じて、何よりも常勤医を確保するための方策について提言をこれまでもいろい

ろ詳しくいただいています。特別顧問が持っておられる、先ほど言ったようなネットワーク

から適切なアドバイスをいただいているところであります。例えば具体例としましては、議

員も後段でお話があり、お聞きになっていますけれども、今年度予算化している寄附講座の

取り組み、これが非常に大きいと思います。簡単にここにいったわけではありません。寄附

講座といっても簡単に設置もできません。そして、これは複数年にわたります。そして、さ

らに言えば理解を得てやっと開設ができるということです。これらも含めてそうした動きも

含めて大変なやはり労力を割いてまいりました。 

関係医療機関への直接の働きかけ――先ほどは月 10 万円の報酬とか費用弁償とか言われ

ていますが、これをはるかに超える動きをしてもらっているわけであります。その辺をよく

知っていただきたいと思います。大変な動き方です。それから、例えば候補者の中からも市

民病院へ視察に来ていただいている方も出ています。寄附講座の２名枠なのですけれども、

まだ決まっていませんが、やっと光が見えてきた。それを超えるかもしれないという光も含

めてです。これは、本当に私はすごいことだと思っています。 

この寄附講座については、新潟県内、自治医科大学に関しては初めてです。そして十日町

市が寄附講座をやっていますが、私は質が違っていると思います。十日町市と比べた場合に、

それぞれよさはあるわけですけれども、私どもは何といっても肝は常勤医として勤務してい

ただいて、そしてここで地域医療、そういう研究をしてもらうという形です。ここが全く違

いますし、自治医科大学の中でも全国であまりまだそういう例がありません、と聞いていま

す。 

 ４番目に移ります。構想を示しての諮問であるべきと考える。まずは前段申し上げました

が、構想ありきで諮問はしておりません。ここはどうしても間違って捉えてもらいたくあり

ません。そうではないのであります。南魚沼市の医療を安定的に継続して提供していくとい

うのは、何よりも市民のためです。その市民のためにどういうことを示し得るのか。どうし

たらよいのかというこの大きな問題について――先ほどから繰り返しになりますけれども、

専門的な見地から議論してもらわないとわからないことばかりです。そういうことを自由な

意見をいただきたいと思ってこちらから、このことを、ということは特に言っておりません。 

しかし、前回、第３回目の医療のまちづくり検討委員会では、私がそういう――市長は例

えばどう考えるのだという問いかけが委員長からあったからこそ、初めてあそこで発言した

わけであります。これは私の思いも少し入れて話をさせてもらいました。なので、委員会と

いってフリーハンドで議論していただきたいということは当然あるのですけれども、しかし
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ながら、南魚沼市のところから全くかけ離れたところでやってもらっても困るわけで、我々

の課題にも触れてもらいたいということで、この間、発言をさせてもらいました。 

ここをあまり逸脱しては――逸脱しないと思いますけれども、そんな人たちではありませ

んが、しかし、そこは我々も注意してぜひお願いしたいということを言っています。その中

から医療政策への提言を取りまとめてもらいたいと考えております。 

 ２つ目のところであります。検討委員会設置に至る経緯と目的です。まずは１点目、特別

顧問の外山さんを委員にした理由です。さっきの質問でもお答えしたところですけれども、

まずは平成 30年度に市民病院のアドバイザーになられておられた方で、その後の知り合った

経過から進みました。地域医療振興協会に所属されている。その立場は常務理事であります。

地域医療振興協会というのは全国のそういう医療をやるネットワークというか、大きな組織

としては、日赤も含めた順位付でいくと第４位、徳洲会に次ぐそういう団体であります。こ

この常務理事さんであります。 

そして、全国の病院経営の実態をこれはさまざま見られている方なのです。私と一緒にい

るときも電話が頻繁にかかってきて、九州の病院の名前が出てきたり、離島の名前が出てき

たり、当然ですけれども、そういうことを全部そのところから指示を出しているような方で

あります。本当にそういう意味では、地域医療をよく知っている方の中でも筆頭だと私は思

います。このたびの医療のまちづくり検討委員会でも、執行部側ではなく委員の立場からも

ぜひとも適切なアドバイスがいただけるものと期待しているところです。 

それから、２番目の特別顧問との結論に至らなかった点を示して、委員会に提言を求めた

らどうか。申しわけありませんが、ここもちょっと認識が違っております。先ほどからの繰

り返しになりますが、専門的な分野からぜひとも自由闊達な意見をしていただき、という思

いでやっています。広い視野からやっていただきたい。 

そして何よりも、ここが多分、議員も私に聞きたい部分なのではないかと思いますが、こ

の後の現場の委員がなぜいないのかに絡むのですけれども、私の思いを言わせていただくと、

我々が入ってはいけないと私は思っています。なぜか。やはり歴史感とか、それからいろい

ろなそれぞれの立場の思い、ここが強く出ます。出てしまいます、当然。そこに立脚しない

発言なんか軽いですから。なので私としては、現状をまず全部把握して――委員の皆さんは

そういう大変高い見地をお持ちですから、全国と比べたり、制度も頭に入っている方々が見

て、絶対にしていただきたいのは、現状はこれでどうなのだということをタブー視すること

なく議論してもらいたいということです。 

これまで我々はそれぞれのやはり歴史的な経過や、さまざまなそこに働いている人の顔ま

でわかるわけですから。そういうことをおもんぱかり過ぎるところも多少あり、なかなかそ

ういう議論を真正面から捉えたことというのは過去なかったと私は思います。そこを超えな

ければ検討委員会の意味がありません。そしてそこで、そういうことを超えて出された議論

のことを我々は十分に考えて、最終的に決断するのは南魚沼市ですから。そこのプロセスを

やらない限り、どんな検討委員会をやっても始まらないし、意味がないとさえ思っていたか



6 

 

らこそ、私としてはこの検討委員会に非常に期待しているところだということで、お願いし

たいと思います。なので、特別顧問との結論に至らなかった点がとか、そういうことでは全

くありません。それはご理解ください。最終的に意思を持って決めるのは南魚沼市でありま

す。 

 そして、３番目であります。現場の委員がいないのはなぜか。今ほどもう答えを申し上げ

ましたが、そういう点なのです。例えば私が入れば私の私情なりとか、例えばですよ。もち

ろん入りませんけれども、そういうことが入るわけであります。しかし、今回の委員会で、

ここは曲げられないと思ってぜひお願いしますと言ったのは、毎回、ゲストスピーカーから

出席をいただいています。例えば多方面にわたるご意見をやはりいただかなければならない。

そういう意味で地元の――委員ではありませんが、地元のさまざまな見解、意見、思いを反

映できると思ったからです。 

第１回目は、象徴的な方がゲストスピーカーに立ちました。黒岩卓夫先生です。地域医療

の先駆者、地域医療を語る方で全国でも知らない人はいません。この方が第１回目のゲスト

スピーカーに、「先生いかがですか」という話をしたところ、もう本当に自分から進んで出て

くれました。そして自分の思いを語ってもらいました。その思いの中にはさまざま議論が沸

くような部分も触れているかもしれません。しかし、先生の本心だと私は思います。地域医

療を本当にここに根づかせて、そして今は立場は違いますが、ゆきぐに大和病院を見てこら

れた。そういう先生がそういう発言をされているということを我々は聞き取っています。 

 ２回目には、市立病院群の５名のスタッフから現場の現状を聞きました。これで足りなけ

れば、まだまだ増やせばいいというふうに私は思っています。第３回目には宮永病院事業管

理者から、病院事業の課題、方向性などの発表もありました。こういったことを重ねていっ

ています。大変に有意義な機会であったと私は思います。 

もう一つあります。議論を全て公開の場で行っているということです。一言一句まで議事

録を公開しています。まだ間に合っていないときもありますけれども、全て公開しています。

これが最も大事だと私は思います。何よりも市民の皆さんから求められているということ、

ここを見間違うことなく、きちんとした議論を進めていかなければならないと考えていると

ころであります。現場に携わる人が委員にいないという点については、そういうような思い

でやっておりますので、ご理解を賜りたいと思います。 

 ４番目であります。医療再編は済んだと認識していたがと。確かに形は済んだと思います。

魚沼医療圏の医療再編については、もう言わずもがなですけれども、地域の完結型医療、そ

して機能分担による魚沼基幹病院を頂点というか、高度医療の頂点としてさまざまな私ども

の市立病院群も含めた中にあって、１つの形としてこの中で成り立たせていこうということ

でありました。これは平成 27年度に魚沼基幹病院の開設によって一応の取り組みを完了した

と言えると思います。 

しかし、仏つくって魂入れずという部分を常に私は感じています。やはり生き物です。建

物があっても医療は成り立ちません。人だと思います。特に医療従事者の不足、これがあり
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ます。これに起因して魚沼基幹病院はやはり全部稼働できない状況があったり、市民病院も

これは本当に現場の皆さんが頑張っていただいているわけです。本当によくこれだけやって

いるなと思うくらい医師の皆さんが――もう本当は疲弊感だと思います。しかし、私には個々

のお医者さんから泣き言一つ入ってきません。本当にすごいなと思います。 

そして、これは私が市長に就任した後、宮永管理者も、そして当時の田部井院長も、皆さ

んがこぞって私に言ったのは、「我々も年齢というのがあるのだ」と。これは本当に言ったの

です。なので、ずっとやれるわけではない。本当ではないですか。そしてやはり年が段々と

重なっていくその中で、先ほど言ったような夜の診療をしたりというようなことも含めて、

大変なやはり疲れているという状態が当然あるのだろうと思います。１人の医師はそういう

ことを理由にやめた医師もいるわけです。多分、そこに起因していると私は思うのですけれ

ども、１人やめられました。こういったことが出てきているということを、我々は本当に真

正面から捉えなければいけないと思います。 

現在、新潟県で医療圏ごと設置されている地域医療構想調整会議などで議論が進められて

います。さまざまな議論が進んでいます。これも完結しているということが言えないという

ことのあかし。昨年の 424 病院の問題も確かにショックでした。ショックでしたけれども、

それが今、世の流れなのです。我々だけがそんなことは受け入れられないと言っていて、議

論もしないというのはまかり通りません。なので、それを超えた、我々はここで自分の足で

立つ医療の再構築というか、もしも再構築が必要であれば、そういうことをやはり考えなけ

ればならないと私は思っております。強く思っているところであります。  

地域医療再編の枠組みができた平成 27年、この時点で何が問題だったか。私は２点あると

思います。魚沼基幹病院の建設を始めようとした当初とまるで違っているのは、その後に医

療制度の改革があったことです。これを重ねて進めることに対応しないままに魚沼基幹病院

ができてきている。これは基幹病院だけではないかもしれません。そして、そのころにはあ

まりまだ今ほど語られなかった将来人口推計の見込みなどがものすごい形で今、始まってい

るということです。こういったことが私は見逃してはならない点だと思います。 

そしてもしか話をすれば、完結するということは将来にわたって絶対にあり得ない。常に

見直しをし、常にそのときによりよい、もうちょっと前を見ながらも含めてですけれども、

そういうことをやらない限り、足をとめられるなんてことは将来もないのだという意識であ

ります。これは議員も多分わかっていただけると私は信じています。取り組みはまさにこれ

からではないかという思いです。 

それから、５つ目の魚沼基幹病院の役割の変質、これはもう端的に言えば簡単だと思いま

す。最初は研修医を募り、そして周辺の医療機関に医師を派遣し、こういったことを高々に

掲げていましたが、できているでしょうか。これはもうみんなが周知の事実です。マグネッ

トホスピタルという取り組みも言っていました。まずは臨床研修医の応募が思うように進ま

ずというか、１人もいない。そして、役割を果たしていないということは魚沼基幹病院の理

事会でも大変な議論が当然あります。理由もわかっているところもあります。本当に大変だ
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と思います。 

救急の面では、開設当初は循環器の先生がいてくださって、長岡に下るということが少な

くなった。しかし、その方がいなくなればやはり以前と同じような状況が生まれている。こ

れらも含めて人口形態における症例の少なさ――これによって成り立っていますので、今後

これが好転するというふうには簡単にいかないということを私は考えています。なればこそ、

我々が何をやらなければいけないかということになるかと思っています。あと細々やるとち

ょっと時間がかかり過ぎますので、後でもしもありましたら、いろいろな質問をしていただ

ければと思います。 

寄附講座のことを最後に言って終わりにします。寄附講座の開設については、これは特別

顧問から助言をいただいたところです。その間もいろいろなことに手を尽くしてみました。

しかし、寄附講座の開設というので何とか突破口が開けるのではないかという話があり、私

どももその助言に沿って、さまざまなところに出かけさせてもらいました。そう簡単ではや

はりありません。自治医科大学への働きかけになります。地域医療を志す医師に訴えかける

ことができるのではないかという、そういう感触をやはり得たというところから始まってい

ます。これは以前からこの地域の課題だと思います。そして、勤務先を市民病院として、常

勤医として診察する中で地域医療に情熱を持った――これはまだ実現がちょっと先かもしれ

ませんが、やがて若手医師の育成につながる研究になればと考えて行動しています。 

市民病院に多くの医師を派遣していただいている自治医科大学附属さいたま医療センター、

これは今現在もう既にここに頼っているところが非常に大きい。この皆さんとの継続した関

係というのも将来にわたる安定という意味において大変重要で、これをもっと深めることが

できるのではないかという期待をしながらやっているところです。 

最後のご質問の計画の年限、これは令和２年度の当初予算の債務負担行為に計上していま

す。債務負担行為ということをやらなければ、複数年にわたる寄附講座開設はできません。

ここが皆さんにもお諮りして認めていただいてようやくスタートしたところです。令和２年

度から令和４年度までの期間で 5,000 万円を計上しています。これは２人の医師で２年間来

ていただけた場合。これがはっきり言って難しいのです。寄附講座を開設していただくため

の経費でありまして、これは大学で定めてある基準額によるものであります。そういったこ

とでございます。大変時間を要しましたけれども、まことに重要な課題であると思いますの

で、ちょっと時間を要しました。よろしくお願いします。 

○議   長  13番・岡村雅夫君。 

○岡村雅夫君  南魚沼市医療のまちづくり構想を問う 

詳細にわたって説明をいただいてありがとうございました。これから私が発言するのは、

今までの経過、委員会等を傍聴した中で、私の先入観念等もあるかと思いますけれども、関

係者にまたいろいろ問題があったとすれば、私の舌足らずということで容赦願いたいと思い

ますが、ひとつよろしくお願いいたします。 

 では、最初の特別顧問の問題については、具申がきちんとあったのは寄附講座開設という
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ことで、あとはもういろいろな情報をいただいていると。こういうふうに捉えていいのかな

と感じました。しかし、特別顧問に抜擢して、そしていろいろ教示を受けている中で、その

特別顧問が委員に入っていないほうがいいのではないかというふうに私は感じたのです。そ

して、説明員で、あるいはアドバイザー的な、あるいは地域の情勢を知らしめるというよう

な形での立場がいいのかなというふうに感じたもので、こういった説明を求めたわけであり

ますが、当初は市民病院からのアドバイザーで始まったということも了解いたしました。成

果等については、順次ということであります。この寄附講座等で有機的に動くだろうという

期待を持っての開設だということであります。 

私は最初の検討委員会を聞いたときに、委員になられた方が何を諮問して、あるいは何の

ための委員であるかということを、あまり捉えていない発言が最初にあったもので、どうい

う立場でこの委員になったかということをごくわからない方がいたのではないかというふう

に感じました。やはりある程度煮詰まった問題があるとするならば、こういう方向で、ただ、

今、社会的に見てどういうふうに感じますか、というような手法をとると私は思っていたの

ですけれども、なかなかそういう形でなかったもので、ちょっととまどったような感じがあ

ったのですけれども、そういう点、ひとつまずお聞きしておきたいと思います。 

○議   長  市長。 

○市   長  南魚沼市医療のまちづくり構想を問う 

高いいろいろな立場の皆さんでありますので、よくこれだけの人から賛同いただいて、大

変忙しい中を南魚沼市のために足を運んでいただいていると。足を運べなかったころは、２

回はテレワークでやったわけですけれども、本当によくぞこの皆さんからご協力をいただい

ているなというふうに思います。議員の指摘のところはそういうことがあったのかどうか、

私のほうから言うことはできません。がゆえに、先ほどの委員の中に市長の脇にいていただ

いている特別顧問であります。なので、そういうところで私も委員会は傍聴している立場で

すから、その中で１回目は確かにそういう、やはり最初というのは難しいのだなと思いなが

ら聞いていましたが、その後、段々論点整理を常に重ねて――論点整理の表は多分、傍聴い

ただいた方は全部資料が配られているし、ウエブサイトで公開していますが、その中を見て

いただくと、段々積み上げがあって論点が見えてきたり、そして第３回の中では、私はなか

なか発言できませんけれども、やはりそのところに特別顧問が委員の中にいるということは、

一つには強い意味ではなくてナビゲーター的なそういうところもやはり私は期待しているわ

けです。 

確かにそういう形でその辺も出てきたかなと思う中で、やはり５回の予算をとってもらっ

ていますが、それが５回で終わるのかちょっとまだわかりません。まことに重要な課題であ

りますので、時間を要しても、皆さんには認めていただかなければだめですが、ここはもう

本当にじっくりやるべきだという気持ちがしています。そういうような要素です。回を重ね

ていって今は論点が、私からこういうことはぜひ皆さんの見地の話を聞きたいのだというこ

とも、３回目では話をしましたので、そういったことも加味して４回目とか５回目になるの
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ではないかなと期待しているところです。 

○議   長  13番・岡村雅夫君。 

○岡村雅夫君  南魚沼市医療のまちづくり構想を問う 

では、（１）のほうは次とちょっと絡みますので、次に進みます。私は外山さんの発言、あ

るいは資料等を膨大に用意しての発言があります。そうした中で、やはりある程度外山さん

自体は私案を持っているのかなと。あるいは市長とそういったものを酌み交わしているので

はないかというふうに感じたもので、その辺が構想はないのだというような話なのですけれ

ども。今、市立病院群が始まって５年目になっているわけでありますが、そういった中で市

長はその前に準備段階では特別委員長までやられて、そして今の医療体制ができたと。要す

るに市議時代に地域医療対策調査特別委員会というのがあったわけです。そうした中でこう

いう体制をつくった。そして、今のこの体制ではなかなか大変なのではないかという何かが

あって、今の検討委員会を立ち上げたというように私は理解したのです。 

そこが軸がどうなっているかということになりますと、これから医療再編の問題とかそう

いう問題にみんな波及していくわけで、424 の病院群ということに連動してまだまだ再編し

ていかなければならないという方向になるのかと。こういうことを私は聞きたかったもので、

この私案というのがある程度固まっているのかなというところなのです。そうしないと医療

を語って、まちづくりを語ってなんていうと４回、５回で上がる問題ではないのではないか

というふうに思いますが、その点もう一度お聞きします。 

○議   長  市長。 

○市   長  南魚沼市医療のまちづくり構想を問う 

私案があってというよりも、私の不安があってというところが大きいと思うのです。第３

回目に私が唯一発言したのは――委員長から、ほかの委員からも、大きな意味ではそういう

趣旨だと思うのです。市長はどういうふうに考えているのかいう質問があったので、明確に

議事録も残っていますけれども、私がそこで話をさせてもらったのは、私の不安からなので

す。 

というのは、私が市長に就任して、昨年のことですけれども――大変申しわけありません。

本当のことなので言うと、今の病院の院長さん、当時は田部井先生、そして松島先生、そし

て管理者からの３名の公式の文書で、ゆきぐに大和病院の建てかえというような要望書が出

されました。私はそれを何か言うことではなくて、しかし、市長職としての私として、今の

約 10 億円を――繰出金が出ているのですけれども、入れて市立病院群をやっていかないと、

今の段階では難しい。しかし、数年先には初期の投資とか建設当初のものとか段々減ってき

て、なるかもしれません。そういうこともありますが、まず経営面。 

そしてもう一つは、昨年からもう非常に大変だと思った、医師が不在になってくるという

話なのです。そこについて私にたなごころを示すように、こうすれば大丈夫だ、こういう制

度があってこうだこうだ。しかし、こういう道筋が一番ベストではないかということを示し

てくれる人は、これまでずっといないのです。なので、この検討委員会というものにさっき
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言ったフラットな形でタブー視することなく、私の不安も含めて何事かの事を示して――検

討のまずは幾つか、航海に例えれば羅針盤があるとして、その中の一番いいと思えるものが

本当は欲しいわけですけれども、わかりません。わかりませんが、そういうことを示しても

らいたい。だから、構想があってということよりも私の不安をまず――だって、これは市民

に対する責務ですから。そういうところを思っているのです、というふうにご理解いただき

たい。 

○議   長  13番・岡村雅夫君。 

○岡村雅夫君  南魚沼市医療のまちづくり構想を問う 

市長の不安でということでありますけれども、私はこれからちょっと説明するのは、現場

の委員がいないのはという話でさっき聞きましたけれども、私は今現在が不安であるとする

ならば、今現在、頑張っておられる現場の方々、要するに病院関係者がきちんと議論に加わ

ったほうがもう少し早くというか、問題点がきちんと出てくるのではないかなというふうに

思ったので、こういう題を上げました。 

 メンバーの中で非常にそうそうたるメンバーを用意されていますが、これはアドバイザー、

要するに特別顧問の推薦等でありましたか、ひとつお聞きします。 

○議   長  市長。 

○市   長  南魚沼市医療のまちづくり構想を問う 

その前にちょっと前段言い忘れたことを、ちょっとだけ言わせてください……（「短く」と

叫ぶ者あり）ここの特別委員会をやりましたね。それの委員長だった。私としてはこの間３

回目のときに、反省として本当のことを言いました。私は考えが及んでいませんでした。そ

の委員長の当時は、はっきり言って勉強不足だった。しかし、それを笑える人がいるかなと

私は思っています。本当にまことに大変な問題なのだなと思っています。その反省も含めて、

今そのころに我々が議会として認めていった標榜科の問題とか、科の数とか、そういったこ

とが直接、常勤医そして非常勤医の今のアンバランスさを生んでいることも、後で気がつい

たことですから、そういうことも反省を含めて言いました。 

それから……（「メンバーの推薦です。メンバーの推薦が外山さんからあったかどうか。そ

こを聞きたい」と叫ぶ者あり）そうか、ごめんなさい、失礼しました。それはですね、私もい

ろいろな発言をしました。例えばここには全国の国民健康保険の中央会のトップの方も、例

えばそういう名前とか、ちょっと個人名は伏せます。それからいろいろな私がおつき合いさ

せてもらったさまざまな先生方の名前とかですね。ただ、お医者さんだけでもだめだ。いろ

いろな見地からというふうな思いがあって相談しました。相談したところ、やはり最終的に

引き受けてくださった方も含めてそういうメンバーになった。 

〔「わかりました」と叫ぶ者あり〕 

○議   長  13番・岡村雅夫君。 

○岡村雅夫君  南魚沼市医療のまちづくり構想を問う 

ちょっと個人的問題に差しさわるかもしれませんが、公表されていますので言いますけれ
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ども、地元というか現場だなと思った委員が大西先生ですね。大西先生について、この３月

31日付で退職されているのです。そして３月１日の委員には就任しているということであり

ますので、当然そのときには退職することがもう明らかになっていたわけであります。そう

した中でこういった方を選任した理由は何だったのかなというふうに思います。 

第２回目のときに、ちょっと私は大変だなと思ったのが、欠席委員からの意見という中で、

欠席した大西先生の意見の中で、市立病院群で働く方々の第２回の発言について、「皆さん本

当に言いたいことを述べられているのか、少し気になります」と。「市立病院群は職員のあら

ゆる意見に耳を傾ける民主的な組織か、尋ねたいように思います」と、こういう非常に私と

しては気にかかることだったというふうに思いますが、私だけの問題にしてしまっているの

か、ひとつお聞きします。 

○議   長  市長。 

○市   長  南魚沼市医療のまちづくり構想を問う 

議場の公の場の一般質問であります。やはり聞いて――わかりますよ。いろいろな聞きた

いことは。しかし、節度というのが、岡村議員、やはり、あると私は思うのです……（「答え

られなければいいです」と叫ぶ者あり）そういうことを言い始めたら本当に答えられないこ

ともいっぱいありますから。 

しかし、私が言いたいのは、先生はそういう考えをお持ちだった部分もあるのではないか

と思います。やめていかれましたね。慰留を私は市長室で４回やったのです。しかし、やは

り首を縦に振ってもらえませんでした。その中でいろいろな思いも聞いています。しかし、

それを、公言を私がしたらうまくないですよ。そしてそういうことも医療再編の中にはやは

りいろいろなことがありますが、その中の一つにはそういうことも含めてあるのかなという

参考値にはしています。 

そして加えて言うならば、医療スタッフの皆さんからの声とか、現場の声という話もあり

ました。私は医療従事者全員の内部申告書というか、市長宛ての意見書、これは全部目を通

しているのです。これを全部見られるのは本当に限られた人数です。この中でことしの冬に、

昨年度、集まってきた中の書き込みの多さ、内容の深さ、みんなの思い、これがこんなにあ

ったのは、私は４年間の中で初めてです。これらも含めて見ておりますので、１つだけ、個々

の特別のところだけ申し上げるのは、これはちょっと私の希望としては差し控えていただき

たい。 

○議   長  13番・岡村雅夫君。 

○岡村雅夫君  南魚沼市医療のまちづくり構想を問う 

３月定例会の一般会計予算の討論の中でも私は話をさせていただきましたけれども、やは

り現場からの委員が参加していないと、市長の不安というのは解消されないのではないかと

いうふうに思うのです。そういう点ではやはりもう少し現場登用しながら、あるいはもう一

つの組織をつくるのかどうかわかりませんけれども、必要ではないかというふうに客観的な

見地から見るとそんな感じがしています。 
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 次の医療再編の問題についてさっき回答をいただきましたけれども、私は担当部局で出し

ている令和元年の調査で 1,261床というのが今現在の病床数と。それが県の 2025年の推計値

というのが、1,328床ということになっているのですけれども、この中で足りないのが回復期

と慢性期ということは出ているわけです。そうした中で魚沼基幹病院が地域包括ケア病棟を

始めて、多分 40数床ということになるかと思うのですけれども、それは先ほどの魚沼基幹病

院が――変質していると言って申しわけなかったのですけれども――ちょっと逆行している

のかなと。要するに急性期自体は超過しているのだけれども、その慢性期、回復期をやって

いるゆきぐに大和病院が、この統廃合の中心的な話になってくるのが私は納得いかないので

す。 

そういうことからしてみて、もう少し現状を踏まえた病床管理と申しましょうか、病床を

考えていただけるかどうかひとつお聞きしておきます。この構想というか、意見の中にはゆ

きぐに大和病院は介護医療院になってなんて話も垣間見えるわけでありますので、本当に現

場で頑張っておられる方がそれでいいというふうに捉えているのかどうか。やはりかなり重

要な問題だというふうに私は捉えているのですけれども、その点、手短にひとつお願いいた

します。時間がなくて済みません。 

○議   長  市長。 

○市   長  南魚沼市医療のまちづくり構想を問う 

魚沼基幹病院で地域包括ケア病棟が開設されたということですよね。やはりそれは魚沼基

幹病院なりの説明の仕方があります。やはりすぐに自宅に復帰することが難しい場合、その

受け皿として設置したものだとか、いろいろ言っているわけです。この点はまだ私はううん

という思いもありますが、この後、リハビリも全部やるようなところを開設したなんていう

ことになると――私の思いですよ――総合病院化するという。そうすると先ほどからテーマ

になっている機能の役割分担の中で根底的に崩れてしまって、一番割を食うのは市立病院群

です。そういうことも含めて我々は注意して見ている。しかし、今の魚沼基幹病院のいろい

ろなさまざまな経営状況とかもある中で、そういう間違った方向に行かないようにという思

いも含めて、私は見ているつもりです。それから循環器は先ほど言ったとおり、そう簡単に

好転はしないと私は思います。 

○議   長  13番・岡村雅夫君。 

○岡村雅夫君  南魚沼市医療のまちづくり構想を問う 

市長は魚沼基幹病院の理事でもあるわけでありますので、やはりこういったところはつぶ

さにチェックしていただいて、本来の姿に戻っていただくと。そして、周辺病院、周辺医療

機関はフォローするという形が、まさにゆきぐに大和病院の存亡に私はなると思って考えて

いるのですけれども、それをせずにしてどんどん再編、統合なんて話が進んでいってはなら

ないなというふうに思っています。 

 時間がありませんので、私が心配している部分をちょっとしゃべってみますが、検討委員

会を傍聴しての感想を考えて列記してみたのですけれども、市立病院群のあり方は、まず１
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病院にしろというような動き、意見があります。そして運営形態は公設公営をやめて指定管

理、民間譲渡などを考えることもできるというような話になる。そして、ゆきぐに大和病院

は介護医療院にして介護、みとりが主なようにと。それから病院経営、医師招聘などについ

てでありますが、持続的に継続確保するには一自治体では至難の技だということで、それを

他に委ねる。寄附講座がきちんと回れば、また違った展開もあるように思いますけれども、

どうも指定管理とか、あるいはもっともっと進む問題としては、譲渡というような問題も出

ているようであります。 

本来、今、現場で頑張っておられる方々が、そういった話がぽんぽん出るようなことでは

いかがなものかなというふうに感じているのですけれども、その辺、検討委員会の冒頭の市

長の言葉、「歴史的な検討委員会になると心を決めている」ということでありますけれども、

私はもう少しその前段の準備があってはどうかというふうに感じたのですが、ひとつその歴

史的な検討委員会になるというあたり、触りがあったらひとつお聞きしたいというふうに思

います。 

○議   長  市長。 

○市   長  南魚沼市医療のまちづくり構想を問う 

歴史的な検討委員会になると言った意味でしょうかね。それはちょっと言葉尻をとり過ぎ

だと思います。私が申し上げたのは、前後があって多分しゃべっていると思いますけれども、

今までこういう議論をしてこなかったことが、まずは問題なのですよと。さっきから言って

いるタブー視もなくやらなければいけないのです。さっき魚沼基幹病院の関係で、ゆきぐに

大和病院の話だけ今しましたよね。違うのです、市立病院群でしょう。市立病院群そのもの

が機能役割の中でだめになる可能性が高いのです。そういう視点がちょっと私はどうかと思

います。それはそう言っているのではないと言われればそれまでですけれども、歴史的とい

う意味はそういうことです。やっとこういうことを話をして――ではどうやってその後がで

きるのですか。どういうプロセスだったら議論されるのですか。私は本当にそう思いますけ

れども。あとは――もうちょっと言葉がひとり歩きするから、そういういろいろな言葉を…

…。 

○議   長  13番・岡村雅夫君。 

○岡村雅夫君  南魚沼市医療のまちづくり構想を問う 

現行の市立病院群体制というのは、40周年の冊子を見てもわかりますけれども、５年前に

選択して邁進している形であります。それをひとつ検討委員会等でどういった研究をされる

のかというのは、やはりかなり関心の集まるところだというふうに私は思っています。 

この表題は非常に私はすごいなと思って、医療のまちづくり検討委員会ですね。医療のま

ちづくり――私が感じるには住民の命と健康を守る、自治体病院はこれに尽きるというふう

に私は思っています。そうした中で住民が安心して医療にかかれて、介護を受けられて、そ

して福祉を受けられ、そしてこの地で人生を全うする仕組みづくりが、まず基本になければ

ならないというふうに私は思っています。そうした中で財政的理由とか、あるいは医師等の
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問題もあるかと思いますが、こういった理由で、特に財政的理由をする中で統合を語る方々

がおられるわけでありますが、私は保険・医療・介護・福祉、これについては非常に従事者が

多岐にわたっています。そして経済的波及効果は絶大でありまして、産業連関、よくゆきぐ

に大和病院で昔語ったものですけれども、地域経済を潤す。そして一時的な公共事業をしの

ぐ大きな産業という位置づけが私は必要だというふうに思っています。 

そして、指定管理など民間委託を進めるとしても、市民病院建設の段階で、多分、厚生連

等に打診した経過があります。採算ベースに至らなかったのかどうか、私は受けていただけ

なかったというふうに捉えていますが。例え受け手がいたとしても不採算部門等の診療科は

削減されて、また人件費等もどんどん抑制され、医師等医療従事者の招聘もままならない。

本当に市長も心配している医療ですけれども、医療過疎地に陥ってはならないというふうに

思っています。 

特に、広い新潟県は県立病院が地域医療のとりでとなっているわけであります。ところが、

この魚沼圏域は魚沼基幹病院中心としたこういった体制をつくったわけでありますけれども、

県下でも県立病院がなくなった地域というふうに捉えると、非常に今後、地域が本当に一丸

となってやらなければならない問題かなというふうに思っています。現体制の欠けていると

ころをどう補うか。機能分担も必要ですし、働き方改革も課題であります。疲弊することな

く活躍していただける改革が必要になるというふうに…… 

○議   長  岡村議員、市長が答弁する時間をつくってください。 

○岡村雅夫君  南魚沼市医療のまちづくり構想を問う 

わかりました。私はそういった中で自分自身も市民病院に４年前にはがんで・・・をさせ

てもらいましたし、ことしの春には連れ合いが上行結腸というようなことでやらせていただ

きました。やはり安心して委ねられる病院、これが最善かと、前提にあるべきというふうに

感じていますが、その気概をぜひきちんと市民にわかるようにやっていただければというふ

うに思います。検討することを否定するわけではありませんが、最後に所見を伺って終わり

ます。 

○議   長  市長。 

○市   長  南魚沼市医療のまちづくり構想を問う 

私は市民から付託されている市長です。開設者ですよ。当たり前ではないですか。市民の

命が第一。しかし、この検討委員会では福祉や足の問題までも含めて取り組まなければ、次

の医療や福祉はないということまで次の会で示してもらえると思います。 

〔制限時間を知らせるブザー音あり〕 

○議   長  以上で岡村雅夫君の一般質問を終わります。 

○議   長  ここで休憩といたします。再開を 10時 50分といたします。 

〔午前 10時 32分〕 

○議   長  休憩を閉じ、会議を再開いたします。 

〔午前 10時 49分〕 
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○議   長  一般質問を続行します。 

○議   長  質問順位 11番、議席番号８番・永井拓三君。 

○永井拓三君  それでは、通告に従いまして一般質問を始めたいと思います。前質問者の

いろいろな質問で、あの重苦しい雰囲気のまま始まるのかと思うとちょっと重い気持ちでい

ましたが、休憩を挟んで大分皆さんの顔も明るくなったところで始められてよかったなとい

うふうに思っています。 

これからの交流人口に関して 

 まさか 2020年、このような形で生活していくことなど予想していませんでした。新型コロ

ナウイルスの影響で生活様式は一変したということも、また事実だと思っております。一方

で、首都圏を中心に生活及び仕事の仕方がこれまでにも増して変わっていき、テレワークな

どといった方法で変化してきました。これらを次に私たち南魚沼市は逆手にとり、テレワー

ク、２拠点生活、移住などの政策を進めることをどのようにして向き合っていくかというこ

とについて、以下のとおりに質問をいたします。 

（１）首都圏からのアクセスのよさを生かした、２拠点生活を含む移住推進はいかに。 

（２）仕事と余暇の過ごし方のバランスを組み合わせたワーケーションはいかに。 

（３）交流人口の変遷をどのように予測しているか。 

（４）地域のマーケティングとプロモーションをどのように進めるか。 

壇上からは以上です。 

○議   長  永井拓三君の質問に対する市長の答弁を求めます。 

 市長。 

○市   長  それでは、永井議員のご質問に答えてまいります。 

これからの交流人口に関して 

交流人口に関してのご質問です。１点目、首都圏からのアクセスのよさを生かした２拠点

生活を含む移住推進はいかにであります。コロナ禍でテレワークを基本とした働き方改革が

報道でも、我々も含めて非常にもう本当にそのとおりになってきました。導入に踏み切った

企業側――雇用する側のほうも、実際に働く被雇用者側も大きく意識が変わったのではない

かと私は思います。 

アフターコロナになっても、新型コロナウイルス以前のような景気にはなかなかすぐには

戻らないという観測もされていますが、今後の企業の経営戦略の中では、地方にサテライト

オフィスを置くとか、そのものを移転するとか、さまざまなことが選択肢に上ってくると思

います。我々としては、求めていたところに近づくのではないかという気がします。 

在宅勤務の場合であれば、自然豊かな地方への生活拠点の移動ということになって、新し

いライフスタイルというか、そういう生き方というか、働き方、そういうシフトを考える人

もこれは増えてくると期待しています。移住、また２拠点居住の提案を強化すべき。我々に

とっては、新型コロナウイルスは大変なことでまだ終息も見えませんが、非常に好機とも捉

えることができるだろうと思っております。首都圏から近いという南魚沼市の立地としても、
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以前からもこの地域の魅力の一つとしてＰＲしてきたところですけれども、これが今回の問

題で週１回の東京――例えば出社とか商談にその都度行くのだとか、そういうことになれば

１時間半という近さは全国で起きてくると思うのですけれども、かなりの競争力になるので

はないかというふうに思います。よく言いますが、埼玉の大宮駅からちょうど私の家まで１

時間ですから、そういうことも増えてくるのではないかと思います。いろいろな形でさまざ

まにこういう提案を我々も施策化したりという中で努めていければというように思います。 

２点目であります。仕事と余暇の過ごし方のバランスを組み合わせたワーケーションです。

ワーケーション、なかなか聞き慣れない方もいると思います。私もあまり前は知りませんで

したし、休暇中に旅行先で仕事をするという新しい働き方、こういうことでいいですよね、

そうですよね。新しく広まりつつあるスタイルだということです。ＪＡＬ――日本航空なん

かでもそういったことを非常に取り入れているということであります。 

南魚沼市の観光地としての魅力であるスノー・アクティビティ、それから自然環境、山岳

もあります。そして食などの地域資源がありますので、この地での新しい働き方として、い

わゆるワーケーションにおいても、先ほどの交通利便性に加えてさまざまなストーリーづけ

ができるのではないか。「雪ふるまち」なんかでもそういうことをうたって今、発信している

わけですけれども、差別化にもつながるというふうに思います。 

メリットとデメリットをちょっとだけ触れると、ワーケーションのメリットとしては、そ

ういうことをする皆さんの活力がアップする。そして生産性が向上することが期待できると

いう点。そして家族との時間が確保しやすくなるのではないか。３つ目として仕事中にリフ

レッシュしやすいスポットがすぐそこにあるということ――よく永井議員もここで前から言

われていましたけれども、メリットとしてはそういうことが強まるのではないか。 

デメリットとしては、テレビ会議などの情報交換にコストがかかることが挙げられるかも

しれませんし、なかなか労働時間の把握が難しいとか、そして情報管理面の課題がある。我々

としては都会に行って、これまではたまに東京を見ないとどうも自分のアンテナがさびてい

くという感覚がずっとあって、やはり足しげく通うことによっていろいろな発想も着想も出

るしということがあるので、この辺がちょっとどうなのかというところを私としては思った

りします。結果として、自己管理できている人にとっては、仕事の生産性が向上したと言え

るでしょうし、ということになるのではないかと思います。 

当市としては、新型コロナウイルスの感染者が今のところ出てこなかったということも、

安全というような観点からも選ばれるところがあるのかなという気がしているところであり

ます。答えとしてはあまりふさわしくないかもしれませんが、２番目としてはそんな答えに

させていただきたいと思います。 

３点目の交流人口の予測といったことですが、移住してこの地に住むといった定住人口。

それから、地方創生では重要なこれらが指摘されてきました。近年、観光でも定住でもない、

地域外の人々とのさまざまなつながり方による「関係人口」という言葉のほうがちょっとま

た言われているわけですけれども、こういう捉え方も総務省からも出されています。関係人
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口を増やしていこうというのは全国のいろいろなところで進められているところです。 

これら地域と何らかのかかわりを持ちたいと考えている人たちに対して、地域と人のつな

がりの機会づくり――例えば私どもの市としては振り返りですけれども、田舎ライフ塾とか、

東京コンシェルジュとの現地交流会をやったりとか、地域課題の解決に継続的にかかわるき

っかけをなるべくこちらから提供しようということで、南魚沼倶楽部があったり、ＲＥＳＡ

Ｓ研究会があったりということで進めてきました。 

アフターコロナを考えるときに、地域の方との交流と地域資源を生かしたアクティビティ、

こういったものによって典型的な観光地との差別化を図る要素というのは、我々は結構助走

してきたのではないか、ちょっとそろそろ自負してもいいのではないか、という思いです。

だから、これを見越してやっていたわけではなくて、何か我々が進めてきたことにようやく

――なかなか市民の皆さんに言うと、何をやっているのだ、移住定住問題というのはちょっ

とわかりにくいとか、いろいろなことがありましたけれども、ようやくここで何かそれが助

走としてやってきたことが生きてくるのではないかという思いを強く今、しているところで

あります。 

４点目といたします。地域のマーケティングとプロモーションをどのように進めるかとい

うことです。私は次の５点がほかの地域との差別化という点において、これは地域資源では

ないかと思っているところがあります。ちょっと繰り返しになっているところもあるのです

けれども、１つ目、交通の利便性です。首都圏との近い、高い交通利便性。 

それから豊かな自然環境。これはここでくどくどとは申し上げませんが、あると思ってい

ます。 

それから、雪がもたらす食、衣、文化、そういったこと。これは差別化にほかならないと思

います。 

そして、何よりもスノー・アクティビティが歴史的にずっとつくり上げてきているのがあ

ります。人との交流もずっと長く続いてきているわけであります。 

そして５つ目として、国際大学さんとか、北里大学保健衛生専門学院など教育機関との密

接な連携。 

ないものねだりをしても困るわけで、きのうは「プロフェッショナル」で岩佐十良さんを

見ましたけれども、大変すばらしい番組でした。「宝物は足元にある」という言葉を言いまし

た。私としてはすごく、ちょっと涙が出る思いで聞いていました。足下に泉あり、というか、

ここの点を抜きに何か語ってもだめだということと、もう一度見直そうということで、すば

らしいメッセージを送ってもらったような気がしています。これらを含めて地域のマーケテ

ィングというのは、いろいろ組織体の問題とか等々いっぱいありますけれども、やはりプロ

モーションの基礎、足元にあるべきは私どもの差別化できる地域特性、足元にまさに宝があ

るという気がしております。 

１回目の答弁としては以上にさせていただきます。 

○議   長  ８番・永井拓三君。 
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○永井拓三君  これからの交流人口に関して 

わかりました。市長からはかなり前向きな答弁をいただいていますので、これから建設的

に議論を進めていきたいというふうに思うのですけれども。１番の首都圏からのアクセスの

よさというところを生かした部分は、私たちもこれから本当に真剣に考えなければいけない

というふうに思っています。私たちがどうやっても変えられないものというのが、いわゆる

距離の問題で、車の速度を上げれば距離は近く感じる、新幹線の速度を上げれば近く感じる。

所要時間は短くなってくるので、東京から南魚沼、大阪から南魚沼という距離は近く感じる

ようになってくるわけです。そのために私たちは技術を進歩させたりしてきたわけだと思う

のです。 

でも、実際に距離が変えられない中で、果たして首都圏の人たちに定住人口を増やしたい

という意味合いで来てくださいと言ったときに、何が一番の要因になるかというふうに考え

ると、やはり私は人なのではないかというふうに思っています。 

 人はでは何かということになると、やはりコミュニティーの深さだったり、おもしろさだ

ったり――この地域にいると野菜があんなに簡単に手に入るなんてことも、私は移り住んで

きてものすごく楽しいことだと思っています。朝６時半くらいに突然チャイムが鳴って何か

と思ったら、イチゴをたくさん持ってきてくれて、食べなさいと。でも、これを普通にもら

っちゃったらよくないので、物々交換にしましょうと、物々交換をやっているのですけれど

も、物々交換というのは最近おもしろいと思っている。そういうコミュニケーションの深さ

とかをもっともっと表に出していったら、この地域のすばらしさだったり、おもしろさだっ

たりというのは体験してもらえるのではないかと思うのです。やはり人間、口にするものの

うまさというのは一番脳にズドーンとくるものだと思うので、やはり米のうまさだったり、

食のうまさだったりというところを、もうちょっとうまく伝えられればいいのではないかと

いうふうに感じてはいます。 

 ２拠点生活が恐らく移住の一歩手前にあるとするならば、それをうまく進めるためには、

例えば先ほど市長がおっしゃっていた、埼玉までだったら１時間で着くと。であれば、埼玉

の通勤者をうまく優遇できるようなそんな方法がないかというふうに考えたりするのですけ

れども、通勤に対する何か新しい施策を打ち出そうとか、そういうふうな考えを市長はお持

ちですか。 

○議   長  市長。 

○市   長  これからの交流人口に関して 

通勤。湯沢町が新幹線の定期券に対して補助をやっておられる。これはもうすごく画期的

なことだったと思います。私どもの市はそこまでできていませんが、いろいろなことを考え

なければいけません。ただ、持論としては、前にも話したことがありますけれども、今こそ

やるべきは国策として、地方創生とかいろいろなことを言われたり、地方にアイデアを出せ

とかいろいろ言っていますが、私としてはもう１点に、本当はここをやればかなり変わると

思っているのは、なかなか機能移転――首都圏の機能を移転するとか、大学を地方にとか言
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っていますけれども、それはなかなかできない。 

しかし、もともと文化が高い、一番人が集まるところはそれでいようよと。そこを変えて

までというのは時間もかかるし難しい。なので、通勤するところを、本当に朝晩の電車賃と

いうか、そういったものを国策として本当に低く抑える。そうしたらここにいながら通うと

いうことができるのにということを、よく例えば選挙演説とかでも含めてやったことがある

のですけれども。これがまさに今、もしもアフターコロナで語られるとしたら、これは本当

に真実味が出てきて、地方創生の流れというのが大きく変わるのではないかと、期待も含め

て。市として単独でできるのかというと、ちょっと難しいかな。今、もし田中角栄さんがい

たら、まさにそういうことを話すのではないかということをよく私は思ったりしています。 

○議   長  ８番・永井拓三君。 

○永井拓三君  これからの交流人口に関して 

今のお話は私もすごく共感できて、例えば通勤することのコストをどうやって抑えるかと

いうところも、当然考えなければいけないと思うのですけれども、通勤そのものの事業、い

わゆる電車を運営されている方々がその部分をちょっと抑えることができれば、今おっしゃ

っていたような話というのが、もうちょっと現実味を帯びるのではないかというふうに思っ

てはいるのです。 

実際に越後湯沢の駅から東京までと考えると、定期券代がかなりかかるわけです。定期券

代がかかるだけではなくて、車で通うことができないとまたまた難しい。例えば六日町の駅

に車を置いて電車に乗って乗り継いでいくということも選択肢の一つだと思いますし、越後

湯沢駅に車を置いて通勤していくということも一つだと思います。浦佐駅にというのも一つ

の手だとは思うのです。私たちの田舎社会、地方都市で生活する上でやはり車というのはも

のすごく重要な移動手段だと思うのですけれども、そこが電車の駅の近くに車がとめられな

かったら、今、私たちが妄想しているような、想像しているような、そういうことはなかな

か実現は難しいのではないかというふうに感じているのです。 

市として単独でそういうことは難しいということはあっても、では土地を１つ借りて、そ

こに車を置くことに対する自由度を高めることで、自分でお金を払ってでも南魚沼市から通

いたいという人を増やす。何か私の調べがちょっと甘いのかもしれないのですけれども、湯

沢町の新幹線の制度を使って通勤している人というのは、そんなにいない気がするのですが、

そのあたり、例えば土地を用意してそこを拠点に車を置ければ、通勤するコストを間接的に

削減することができるというところは、市長はどういうふうに、何か考えがあればお聞かせ

いただきたい。 

○議   長  市長。 

○市   長  これからの交流人口に関して 

先ほどは言及しませんでしたけれども、まさにもしやれるとすると、そういうような条件

を整備することだと思います。例えばこれから需要が出てきた場合、浦佐駅の周辺とか。そ

こまでとんとんと進めるかどうかわかりませんが、恐らくはそういう社会になっていかない
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と、今の我々の根源的な子供たちが出ていってしまう問題や、お父さんがいつも不在の状況、

そしてつきたい仕事につけないというようなこと、ここで全部つくり上げられればいいので

すけれども、「企業誘致」自体の言葉が、はっきり言ってもう古くなっているではないですか。

テレワークの今の新しい流れとか、ちょっと時代を超えた――５Ｇではありませんけれども、

何か形態も様式も変わってくるのだろうと。その中では、今、我々の通勤者は、駅の周辺で

湯沢さん頼みですよね。そういうことではなくて、こういう危機感の中でものを考えること

がすぐさま来れば、そこにうれしがって対応していく姿勢が大事なのかなと思います。まだ

ちょっと起きてきていませんけれども、そこが大事ではないかと思います。 

○議   長  ８番・永井拓三君。 

○永井拓三君  これからの交流人口に関して 

わかりました。市長が首都圏との交流を深めたりすることで定住人口を増やしていこうと

いうような考え方のもとで、いろいろ思いをはせているのはわかりました。１番に関しては、

恐らく１時間ではどうにも語りつくせるような問題ではないと思うので、何かアイデアがあ

って形にできるというところがあれば、予算をつけていったりとか、いろいろな方法で実現

してもらえればというふうに感じています。 

それでは、２番に移っていきますが、仕事と余暇の過ごし方のバランスをうまく組み合わ

せてワーケーションをと。これは私も「ワーケーション」という言葉が出てくるまで、いま

いちどう表現していいのかわからなかったのですけれども、国が環境省も含めてこれをワー

ケーションと呼びだしたことによって、何となくいろいろな人たちが意識し始めた言葉なの

ではないかというふうに思うのです。南魚沼というのは、やはりワーケーションにはすごく

すぐれているというふうに感じているのです。先ほどの東京までほんの１時間ちょっとで着

くという話も含めて、車でぱっと来られてぱっと戻れるというのも含めて、何かいいのでは

ないかというふうに感じるのです。恐らく先ほどデメリットの話をされた中で、通信網のこ

とは言及されていたと思うのですが、通信網というのはこれから南魚沼はどのように公共的

に整備していくのか、そのあたりをお聞かせいただけますか。 

○議   長  市長。 

○市   長  これからの交流人口に関して 

これはちょっと全部答えられないかもしれませんけれども、きのうも吉田議員と５Ｇの話

がありました。それを通信網というか、本当はちょっと幅が広過ぎるかと思いますけれども、

そのときにもちょっと話をした、ニューヨークに行かせていただいたときとか、アメリカの

地方都市を３つ歩いたわけですけれども、例えばどこに行ってもＷｉ－Ｆｉの環境というの

はもう当たり前だったり、我々と比べた場合に非常にまだ劣ると思う点があったりして、た

だ単にこういう一つの通信だけではなくて、さまざまに５Ｇも含めて言えば、いろいろなこ

とがやはり想定できるのだろうと思います。そういったことにまだ具体的にどうだ――全然

まだ劣っているというふうな認識なので、これからそういうことを考えてどうやるべきかと

いうようなところです。私としてはまだその程度なので、ちょっと回答になりませんが……



22 

 

（「担当課は」と叫ぶ者あり）そうしましたら、担当課のほうにも答えてもらうことにします。 

〔何事か叫ぶ者あり〕 

○市   長  もうちょっと具体的なことに、通信網というとちょっと……（「なければい

いです」と叫ぶ者あり）ちょっとまた質問を続けてください。 

○議   長  ８番・永井拓三君。 

○永井拓三君  これからの交流人口に関して 

テレワークというのは、何も全てＩＴ機器が必要なわけではなくて、電話１本で仕事する

人もいれば、電話すら使わないという人もいるなというのを感じているところなのです。例

えば先ほど言われていたように、いつでもどこでもアクセスできるようなインターネット上

につながる通信網を南魚沼市が持っているのであれば、働く場がキャンプ場であっても、ダ

ムのほとりであっても、町なかのカフェであってもどこでもよいと。 

今、現状の町なか周辺でなければなかなか通信がままならないという状況であれば、東京

の町なかと何も変わらない。東京の町なかと一歩違ったところで、私たちはこんな環境で、

あなたたちにとって幸せな時間と空気と仕事場を提供できる、ということをアピールしなけ

ればそこに人は来ない。それが魚沼スカイラインの山頂付近にＷｉ－Ｆｉが届いていて、こ

こにテーブルと椅子とかが全部完備された中で仕事ができるよ。だったら、ちょっとやって

みようかと思う人もいるはず。雲海を見ながら仕事が朝できるなんてことを言ったら、来る

人もいるような気がする。 

ただ、それが町なかのカフェでないとできないのであれば、それは東京にいることと何ら

変わりなく、移動することに対する往復数時間のロスしか考えられない。であるならば、や

はり変わったところに通信できる設備を整えるということが、私たちは地方創生も含めて観

光も含めて、交流人口を増やす一つの手段だというふうに思うのですけれども、何かこれか

ら予算を立てようとしていることであったり、こういうアイデアがあるとかいうのが議論さ

れているようだったら、それをお聞かせいただきたいです。 

○議   長  市長。 

○市   長  これからの交流人口に関して 

まだそこまで議論をしているというか、予算をこうやってつけようというところまではち

ょっと話が及んでいないと思います。もうちょっとおぼろげに交流人口を増やそうとか、そ

ういう環境を整えるというようなところの議論はあると思うのですが、今ほどの雲海を見な

がらやるところに例えば予算をつけるとか、そういうような細かい個々の具体的なところま

ではまだ至っていないと思っています。 

ただ、ワーケーションという言い方をすれば、我々の姉妹都市でもある、例えばヨーロッ

パのほうのセルデンという町などでは、やはり、その環境というのはすばらしく整っていて、

確かに見ていると、タウンですけれどもそこで仕事をしているのかなと思える人も見えるの

で、やはりワーケーションという考え方がもう息づいているのかなと。当然、長期滞在です

し、そういったこともあるのかという気がしています。そういう状況を整えていくことのほ
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うがあるのかなという気がしますが、まだその程度です。 

○議   長  ８番・永井拓三君。 

○永井拓三君  これからの交流人口に関して 

今、ヨーロッパの話が出まして、ヨーロッパはそういう自然景観に恵まれたところでいろ

いろなことができるというのは、正直うらやましいと思うのですけれども、改めて浦佐の駅

あたりから越後駒ヶ岳を見たりすると、ここは本当に美しいと思ったりするわけです。今の

時期なんかも本当にいいなと思うのです。田んぼに水がすごくきれいに張られたところで風

なんかないものなら、夕焼けのあの瞬間なんていうのは、お金にはかえられない価値の高い

ものがうちの市にはあるなんて思ったりしているのです。 

そんな南魚沼らしい価値というものを、お金に換算できない、何ともいえないあの一瞬の

空気だったり、一瞬の時間だったりというものをやはり表に出していく必要があるのではな

いかというふうに思っています。今後は、ただ単純に「ワーケーション」という言葉が出て

きたから、旅館やホテルのＷｉ－Ｆｉ設備を使ってここで仕事ができますよということでは

なくて、やはり私たちは私たちの自然とか、持ち合わせている本当に環境の中でいかに私た

ちをアピールしていくかというのが、今後、課題になってくるのではないかと思うので、先

ほど市長がおっしゃっていたような、デメリットの部分はあまり見ずに、突き進められれば

いいな、何て思ったりしています。 

 それでは、３番に移っていきたいというふうに思います。交流人口の変遷というのをどの

ように予測するかというところですけれども、私はこれまでずっと定住人口を何とかして増

やしていきたいというふうに考えて、何とか行動に移していたつもりですけれども、やはり

人口減の問題とかいろいろなことを考えていくと、定住人口を増やしていくということもさ

ることながら、関係人口を増加させていくことが重要かなというふうに感じています。関係

人口が増えなければというところだと思うので、関係人口をいかに増やすかというのが、移

住関係のイベントだったり観光であったり、南魚沼市に来たことがある人でなければ移り住

もうなんて思う人はなかなかいないと思っているのです。 

このあたりを考えると、移住に関するイベントというのは直接的にこれにまつわることを

進めているので、その点に関しては特に違和感はないというか、むしろうちの市は頑張って

いるのではないかというふうに思っているので、観光プラスアルファの部分で関係人口をど

うやって増やしていくのか。例えば教育環境をもっとアピールするとか、そのあたりの考え

があるようでしたらお聞かせください。 

○議   長  市長。 

○市   長  これからの交流人口に関して 

関係人口をいかに増やしていくかということですかね。全てに言えるかなと。例えばふる

さと納税も関係人口なのかもしれないし、例えばきのうの岩佐さんのやっているようなこと、

例えば龍言さんもそうですし、ほかのホテルの皆さんもそうですけれども、我々民宿業で始

まったところも全て関係人口を増やしてやっていて、それがひいては歴史的にはお米の評価
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にもつながってくる一助になっていたりとか。ちょっと答えがうまく見つからないのだけれ

ども、全てではないか、関係人口。その中から、例えば国のほうも総務省がやった今の移住

というか、関係人口を増やすそういう調査みたいなものの中で、やはり何かの取っかかりが

あってその地域を選んでいるということなので、うちの場合は例えば雪にまつわるとこと。

滑ることだけではなくて、そこの宿で食べた漬物の歴史感や物語性の中から何かをいいなと

思って来るとか、いろいろあるのではないかと思うので――ちょっと答えにはならないかも

しれません。 

○議   長  Ｕ＆Ｉときめき課長。 

○Ｕ＆Ｉときめき課長  これからの交流人口に関して 

ただいまのお話の関係で、いろいろなところにジャンルが広がるのではないかというお話

ではございます。ただ、今まで動いてきたのが、議員からお話がございましたとおり、やは

り定住人口の増ということで個人に着目して、その方がライフスタイルとして実現を目指す、

そのような形をいかに取り込んでいくかというのを主眼でやってまいりました。 

ところが、このたびのコロナ禍におきまして、さまざまな人たちがそのようなことを考え

ることと同時に、そういう方たちが増えれば首都圏の企業等の動きも、ではどのようにして

――定住とはいかないまでも地域とかかわっていく、地方とかかわっていくのかというとこ

ろも検討が進んでいるという状況でございます。まずは今までのお住まいですとか仕事とい

う考え方。現在は地元企業の方といろいろお話をしているわけでございます。ただ、それを

個人として結びつけるだけではなく、ある程度業界なり会社というような範囲を広げながら、

さまざまにまずはそのような形でのかかわり合い、度合いを深めていくことが必要ではない

かということで検討しているところです。 

以上です。 

○議   長  ８番・永井拓三君。 

○永井拓三君  これからの交流人口に関して 

市長からは、本当に雪がうちの市の魅力なのだというのがもう全てと、はっきりわかった

ところで、私は移住の政策自体が滞っているとか、前に進んでいないとか、そういうことを

言っているわけではなくて、「移住」という言葉をとってみると、移住してくる人たちにはさ

まざまな趣味嗜好があって、その趣味嗜好をうまく拾い上げていくことが、絶対数を増やし

ていくことなのだというふうに思っているわけです。 

たまたま私の周りにはスキー、スノーボードに狂った人たちがいて、雪がないところで生

きていくなんて考えられないなんていうような人たちが集まっているから、私たちは滑ると

いうことに対して何か前向きに思うわけですけれども、でも、全ての人がそうではないわけ

ですよね。例えばお嫁に来た方もいるし、教育環境を求めてきた方もいるだろうし、何をど

う拾っていくか。一番重要な部分が、市長の口から「雪」というのが出てきているので、それ

で進めていってもらえるのが一番いいのではないか。例えば雪があるから米がうまい。雪が

あるからおいしい野菜がとれる。いろいろな方法があると思うので、それをうまく使ってい
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ってもらいたいというふうに思うのです。 

私はやはり南魚沼という地域に関しては、教育環境には極めてすぐれたものがあると思う

のです。何年か前も言ったと思うのですけれども、学校図書の教科書の一時期に、大巻のあ

たりから写している八海山の写真の四季というものがあって、それが理科の教科書の中でこ

れが日本の四季ですよ、ということをもうはっきり言われているわけです。ということは、

南魚沼は日本の一番標準的な四季がある。 

この間もうちの下の４歳の子が言ったのが、ホタルを捕まえたというような話をしてくる

わけです。私からしてみるとホタルを捕まえられるような環境って、世の中を探してそんな

にいっぱいあるのって思うのです。だとするなら、自然環境がこれだけ豊かな中で学校がき

ちんと整備されていて、保育園だってこれだけあって、待機児童いませんよという中で子供

を育てられる。通勤しようと思えばできる。通勤しなくてもテレワークで仕事ができる。南

魚沼市いいですよ、と言われたら、ちょっと考えようかと思う。 

でも、考えようかと思うのだけれども、例えば住むところが何かよくわからない、コミュ

ニティーにどうやったらなじめるのか、というところをフォローしてもらえるような情報サ

イトがあったりしたらいいのではないかなんて思っているのです。そのあたり、先ほどふる

さと納税がやはり交流人口、関係人口の一部分であるということを市長は言われていたので、

ふるさと納税を使ってこれから市長のアイデアを形にできるという原資として考え得るもの

の中で、これをやったら南魚沼は進むのではないかというのがあれば聞かせてもらいたいと

思うのですけれども。 

○議   長  市長。 

○市   長  これからの交流人口に関して 

事前の通告があれば寝ずに考えてきましたが、ちょっと今ここでぱっとはね。ただ、いろ

いろなアイデアを盛り込んでもらってきていることは事実です。例えば今回、一歩前に出た

のは、思いやりチケットといいますか、タクシーの――ここから出ていった人たち、これは

移住者ではない、そういうくくりではなくなるけれども、ふるさと納税というのは、いろい

ろなアイデアひとつでいろいろな形ができていくなという思いがあるので、例えばタクシー

券です。出ていった人が親御さんに送ってもらいたい。ふるさと納税をした場合には、そこ

にチケットが行ってタクシーの利用券がある。今、シルバー人材センターのほうでは、お墓

の掃除とか親御さんの見守り、こういうサービスもやっています。ものだけではない、形は

ないけれどもサービスというのはあるわけで、ちょっと今、回答できませんが、そういった

ことも含めていろいろな形はとれるのではないか。 

そして、逆にそういうストーリー性を持ったところに、ふるさと納税にいろいろなものを

出してこようと思っている事業者の皆さんもどんどん増えていると思います。熟成の問題、

雪室の問題もそうです。もっともっとあると思います。樹木を生かした何とかとか、いろい

ろなことが考えられるのではないかと思います。それは私の考えというよりも広く皆さんが

自由発想の中でどんどんとやっていくのを、行政が下支えしていくという形がいいのではな
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いか。私もアイデアがあれば、もちろん果敢に取り組みたいと思っています。 

○議   長  ８番・永井拓三君。 

○永井拓三君  これからの交流人口に関して 

私は通告というよりも答弁の中に出てきた言葉に対する、どういうものがこれから考えら

れるのかというものの討論なわけで、全てが通告に従いきれるわけではないので、ぜひ、今、

答弁されたようなことを実現できるようなふるさと納税の使い方とか、そのあたりに進んで

いってもらえたらというふうに思います。 

では、最後に４番、地域のマーケティングとプロモーションをどのように進めるかという

ところです。先ほど５つというふうにお答えいただいた、１、アクセス、２、自然環境、３、

雪による文化というところは、今、質問の中でほぼほぼ答えていただいたので、４、アクテ

ィビティ、５、教育機関との連携というところが、これからちょっと議論しなければいけな

いと思うのです。 

アクティビティに関しては、やはりスキー、スノーボードに偏っている部分があるという

ふうに感じているのですけれども、夏のアクティビティというものをやはりこれからきちん

と構築していかないと、遊びに来るという人たちに何が提供できるのか、それを私たちはし

っかり考えていく必要があるというふうに考えています。 

私の会社もアクティビティをやる会社なので、これからどうやったらもっと人を集められ

るかというところがキーワードにはなっているのですけれども、登山ブームも段々落ち着き

を見せてきていて、なおかつ新型コロナウイルスの関係で登山もなかなかしにくい。マスク

したまま登れとか、距離をあけたまま登れとか、ガイド協会もかなり指針はしっかり出して

きましたけれども、なかなか個人登山と商業登山では違うというところで、自転車というの

は確かにいいのではないかというふうに感じているところなのです。 

ただ、先ほども言ったとおり、ほかの自治体でやっているような自転車ツアーというのは、

一辺倒になりかねないので、南魚沼がこれからアクティビティを推進していく上で自転車と

いうところにきちんと何か見つけていくのであれば、それはこの平らな盆地を走る自転車な

のか、盆地の中を点在している歴史施設、文化施設を回るような自転車のツアーなのか。そ

れとももっとアクションスポーツに寄った、例えば野沢温泉とか白馬にあるような、外国だ

とウィスラーとかにあるようなダウンヒルバイクのようなものなのか。それとも乗鞍高原で

やっているようなヒルクライムなんていうイベントのようなものなのか。そのあたりがぼん

やりしたまま自転車、自転車というふうに話が進んでいると思うのです。南魚沼の自転車の

イベント、アクティビティ、そのあたりの着地点というのはどのあたりにあるのですか。 

○議   長  市長。 

○市   長  これからの交流人口に関して 

自転車のことでいうと、生涯スポーツ課ということになるかもしれませんが、多分そう簡

単に答えられないのではないかと思います。自分のちょっと思いを語ると――答えになるか

どうかわかりません。わかりませんが、先ほど言った我々の山岳リゾートの大先輩だと思っ
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ている、多分、乗鞍も野沢温泉とかもみんなオーストリアというところを非常に見ているの

ですね。そこの中で 30 年前に自分が行ったときと一昨年行ったときで大きく違っているの

は、やはり自転車の出現。出現ということもないけれども、町そのものが自転車にかわって

いったという衝撃だったのです。その前はオートバイだったのです。イタリア国境から乗っ

かっていくので。 

そして、それとスノーボードもありましたけれども、いわゆる山岳スキーです。それから

夏はアルピニストの登山。これだけだったのです。そこに今はもうすばらしいプール環境が

つくられていて、そして環境に配慮――要するに燃料を使わない電気のモトクロスバイクの

そういうやる場所があったり、さまざまあの地において、本当はスキーと山岳だけでも成り

立つような場所で、そういうところのアクティビティの充実を図っていっています。やはり

非常に示唆に富んでいるような気がしています。 

その自転車も最初はロードバイクというか、普通の平地を走るというか、平地でもないけ

れども道を走っているものから、今は全てダウンヒル的なマウンテンバイクとかそういった

ものになり、そしてかかっている索道は全部そういうものを乗っけられる、輪行できるとい

うか、そういうものに切りかえていったりということで、まさに目からうろこのところがあ

って、何かそういうところが目指す方向性の中のあれには入ってくるのではないかと私は気

がしているのです。 

ほとんどの方が自転車の格好のままカフェにいたり、レストランにいたり、宿泊施設もそ

のまま入っていく。駐車場よりも駐輪場が多い。そういう状況がもう生まれている。そうい

うことが何か私どもも、自然とか環境に配慮とかさまざまなテーマを、今、世界で起きてき

ている事象を見ると、非常にそういうことを考えるべきではないか。そして、森林のさまざ

まなイベントや、森林を生かしきっている姿勢とか、まさに学ぶべき点が多いと思って見て

います。我々もそういうところは目指す方向性のどこか参考ではないかと思います。 

○議   長  ８番・永井拓三君。 

○永井拓三君  これからの交流人口に関して 

市長の今まで見られてきたところというのは、私も理解できますし、ちょっと今、名前が

出てこないのですけれども、ヨーロッパにエリア何とかというところがあって、すごい強烈

だったというふうに思うのですね。ウィスラーに行ってもすごいなと思いますし。いわゆる

山岳リゾートのこれからのあり方というのは、地方創生にもつながってくる話だと思います

し、関係人口を増やしていくという話にもつながっていくと思うのです。けれども、若干、

今の市長の理想の自転車のあり方というのと現実のところで、ちょっとつじつまが合わない

というふうに思うのは、市長が感じていいなと思っていたものが、ヨーロッパの自転車の遊

び方だとすると、割とダウンヒルバイクだったりとか、ＢＭＸ、モトクロス系のものが多い

と。だけれども、自転車の事業を誰から何かを学ぼうとなると、ノルウェーの自転車のチー

ムになるわけです。ノルウェーの自転車のチームというのは基本的にはロードバイクだと思

うので、ロードバイクと理想とするバイクのここのギャップというのは――なぜノルウェー
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をでは選ぶのかというところがちょっと不思議なのですけれども。本当は市長はどっちが理

想的な事業になるのですか。本当はどっちを目指したいのですか。 

○議   長  市長。 

○市   長  これからの交流人口に関して 

正直に言えば、どちらということを私は言っているわけではなくて、今回のオリンピック

の事前合宿等々、その後に続くいろいろな関係性の中でノルウェーの大使館との兼ね合いも

あります。そこでノルウェーのロードバイクの自転車チームが強い。その選手にも会いまし

たけれども、会えなかったのは監督だけなのです。職員はヨーロッパまで行って本当にやっ

てきたけれども、なかなかそこは実現が難しい。ただ、今後もあるから、関係を絶ったわけ

ではないというふうに思っていますけれども。 

どちらかということを私が言っているわけではなくて、ただ、山岳リゾートとしてのヨー

ロッパを見たりすると、本当にダウンヒルというのをものすごく充実してやっている、人も

集まっているということを目の当たりにしたところもあるので、そんなところでしょうか。

どちらということを私が言っているわけではないと思っていただきたい。 

○議   長  ８番・永井拓三君。 

○永井拓三君  これからの交流人口に関して 

わかりました。政策にはやはり一貫性というのがとても重要だと思うので、ロードバイク

の皆さんからは南魚沼の盆地を走るおもしろさというのを何とか開発してもらったりとかし

ながら、ふるさと納税を財源にどんと使えるものがあるのであれば、山岳リゾートを目指す

ような、そういうことだって私はありなのではないかというふうに感じました。 

 最後、５番の教育機関との連携というところで終わりにしたいと思うのですけれども、教

育機関の連携というのは、大学院大学と限りなく大学に近い医療系の専門学校ということだ

と思うのですけれども、この連携というのは結構難しいですよね。大学院大学は大学の学部

に行かないといけないし、教育機関といっても１つのものに特化している専門性の高いとこ

ろとの連携というのは、なかなか難しいのではないかというふうに思うのですけれども、こ

のあたりと連携してどのようにプロモーションをしていくかという、具体案があれば教えて

いただきたいのですが。 

○議   長  市長。 

○市   長  これからの交流人口に関して 

具体的にこうだということは担当課に答えてもらいますけれども、大まかに言えば、やは

りその学生さんとか修了生さん――卒業生とは言わないらしいですね、大学院だと。その皆

さんとのネットワークというか、そういったところのこれからの発展性とか、そういうこと

を私は言っているつもりなのですけれども、担当課のほうにもちょっと答えてもらいたいと

思います。 

○議   長  企画政策課長。 

○企画政策課長  これからの交流人口に関して 
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具体的にはＩＵＪ――国際大学さんと北里大学保健衛生専門学院さんということで、合併

して協定を結んでからいずれも 10年以上たっているかと思います。国際大学さんとは、こち

らへ来ていただいている学生さんと、主にうちの小中学校の子供の国際科の教育ですとかと

いうことにご尽力いただいている。今回、新型コロナウイルスでは修了生の方、何人もマス

クを寄付していただいていると。こちらで学んでいる方とここに住んでいる市民の方が、お

互いにちょっとずつプラスになるようにというような連携をしているところです。 

北里大学さんに関しては、学生さんへこちらからの支援というのがなかなか行き届かない

ところがあるかもしれませんけれども、学生さんからは例えばイベントでしたり、特に大和

地区であるイベント等でいつもボランティアいただいていたり、あとはここで学んだらでき

るだけこちらの医療機関に就職しやすいようなという支援をこちらでしているというところ

がお互いの連携になっていると思います。 

では、これがどういう、うちの市のマーケティングといいますか、プロモーションにつな

がっていくかということなのですけれども、こういう取り組みはできるだけ多くに発信して、

こういう学術機関と市も一緒にやっているのだよというところをＰＲしていって、それが市

のプラスになればというふうには思っております。連携としてはちょっと足らない面がある

かもしれませんけれども、こちらのほうを強化していく時期ではあるかなと考えております。 

以上です。 

○議   長  ８番・永井拓三君。 

○永井拓三君  これからの交流人口に関して 

わかりました。本当に地域のマーケティングとプロモーションをどのように進めるかとい

うことをしっかり考えていくと、マーケティングとプロモーションの方法というのは、やは

りちゃんと考えなければいけないというふうに思うのです。私、本当に仲よくさせてもらっ

ている赤い牛のマークの飲み物屋さんは、シェアがあるところにプロダクトを落としていく

のではないのです。プロダクトを落とすことでシェアをつくっていくのです。 

だから、私たちはこの地に、ＩＵＪと北里大学という専門性の高い学校と、独自性の高い

学校がある。この２つを組み合わせて教育機関と連携をしていますということを、首都圏の

人たちにどうプロモーションしていくかというのはすごく重要で、では何なのかという話に

なると、新しい市場をつくってしまえばいいという発想になればいいのです。 

では、どうやって新しい市場をつくっていくかというと、例えば英語教育の高さを求めて

いる、自然環境の高さを求めている親御さんたちに対して、南魚沼は小学校とＩＵＪがめち

ゃくちゃ連携していて、英語を使う時間がほかの首都圏に比べて圧倒的に多いですよと。な

おかつ自然環境がこれだけ豊かで、先ほどコロナゼロという話もあったのですけれども、こ

れだけ健康的な生活ができますよということを話していけば、新しいシェアを自分たちでつ

くっていけるはずなのです。だから、本来、シェアというのは自分たちでつくっていかなけ

ればいけないはずなので、そのあたりを今後連携していくという。ただ、言葉の上で「連携

する」というのは簡単だし、書面上で連携するというのは簡単なのだけれども、本当の意味
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の連携というのは、お互いにとってメリットのあることを見出していって、なおかつ南魚沼

市だけにしかできないことをやっていってほしい。それが地方創生だし、交流人口を増やし

ていく一つの方法だと思うので、皆さんは本当に経験も豊富だと思いますので、そのあたり

をしっかり、ただ単純に言葉だけの「連携」ということではなくて実のある連携をした上で

――「南魚沼市」極めて長くて言いにくいですけれども、でも、言いにくいというのもメリ

ットですから、人に覚えてもらうという意味では悪くないと思います。そんな南魚沼市を私

は愛しているので、これからも発展を皆さんと力を合わせて、私たちもいろいろなことを議

論しながら前に進めたらよいかなというふうに思っていますので、これにて一般質問を終わ

りたいと思います。 

○議   長  以上で永井拓三君の一般質問を終わります。 

○議   長  質問順位 12番、議席番号９番・桑原圭美君。 

○桑原圭美君  通告に従いまして、一般質問を始めさせていただきます。 

市長の市政運営について 

市長の市政運営についてということで質問させていただきます。前回も市長が選挙戦の主

なフレーズとして使っていた「若者が帰ってこられる南魚沼」についてお聞きしました。私

としては地元を離れた若者が帰ってきても安定した雇用があり、その延長線上に家庭を持ち、

家族が増える政策だと考えていました。企業誘致は進んでいないとのことでしたが、やはり

働く場がなければ若者が帰ってくるのは難しいのではないかと思います。 

 自治体の長として日々決断に追われていることとお察ししますが、慎重かつスピード感が

大事であると思います。新ごみ処理施設の建設地選定については、リセットという形になり

ました。増大する維持管理費を考えますと、一刻も早く建設しなければなりません。今後、

市の大きな事業を進める場合、住民の合意を得るためにどのような配慮をしながら進めてい

くのかが重要ではないでしょうか。 

我が市には３つの公的医療機関があり、日々市民の命と健康を守っています。しかしなが

ら公立病院の経営は難しく、大きな財政負担をどうするかが課題となっています。必要な医

療と財政的に見合った運営の両立のため、大きなかじ取りを期待するものであります。 

 新型コロナウイルスの影響で小中学校の学校現場はどうなっているか。３月からの休業に

よる授業の遅れは、今後の子供たちの学びにどう影響するのか注視しなくてはなりません。 

行財政改革は常時やり続けなければならない課題であります。課題山積の中、新型コロナ

ウイルスの影響という未曽有の社会状況が生まれ、これをどう乗り切るか、どうやって新し

い市民社会をつくるのか、かつてない知恵と勇気が必要になってくると思います。今年度予

算の枠組みでオリンピック関係や中学生の海外派遣等、事業計画の見直しや組みかえは検討

しているか。決断は迫られていると思います。 

今回は前述したことを５つに分けて質問してまいりたいと思います。 

 （１）若者が帰ってこられる基盤づくりはどうだったか。企業誘致等による雇用の場の確

保が大事であると思うが、進んでいない。市長が言う「若者が帰ってこられる」とはどうい
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う市政をいうのか。 

（２）住民との合意形成は政策遂行の重要なプロセスであるが、今後の事業推進に向けて

どのような進め方をするのか。 

（３）地域医療体制の整備をどうするのか。病院事業改革イコール財政改革と位置づけて

抜本的な改革を示すことはできるか。 

（４）新型コロナウイルスの影響に対する学びの保障をどう考えているか。 

（５）行財政改革の取り組みとして、事業計画の見直しや予算の組みかえは検討している

か。今後、大型事業を控える中で、実質公債費比率県内ワーストワンから脱却するという目

標をクリアできるか。 

以上で演壇での発言を終わります。 

○議   長  桑原圭美君の質問に対する市長の答弁を求めます。 

 市長。 

○市   長  それでは、桑原議員のご質問に答えてまいります。 

市長の市政運営について 

私の運営のあり方について、また前回にも引き続きありがとうございます。ちょうど今、

自分の任期の区切りが近くなっているわけで、この質問を２回にわたってしていただけるこ

とを大変ありがたく思っています。桑原さんであればどう考えるかということも聞いてみた

いとも思いながら、質問に答えてまいりたいと思います。 

 まず１点目の進んでいない企業誘致のこと、大変ご指摘であります。そのとおりだと思い

ます。雇用の場の確保でありますけれども、なかなか企業誘致については進まないと言わざ

るを得ません。若者が帰ってこられる南魚沼市についてでありますが、若者の流出の抑制、

そしてＵターンの促進、これら移住定住の政策によってこれを達成するためには幾つかの政

策や手法が考えられますが、私は大きく３つあると思いますので、このことをもってちょっ

と答弁してみたいと思います。 

 １点目です。雇用の創出は当たり前でありますが、市内の環境や制度の整備だと思ってい

ます。これまで地域やまた民間の企業の皆さんと協力して、より発信力を高めた企業紹介、

そして就職活動の機会の拡大、それから市報やウエブサイトでの発信、就職ガイダンス、ま

たは昨年暮れにも取り組みました無料の帰省バスの取り組みなど、こういったことは今まで

なかったことではないかと私は思います。これらについて本当に皆さんと一緒に果敢に取り

組むことができたと思います。 

看護師の修学資金の創設、要するに学費を免除してでもここに働き手を増やしたいという

問題、これにも進むことができました。子育て世帯への「みんな住マイル」改修補助金制度、

これもきのうもいろいろやりとりがありましたけれども、単費でこれを続けていく苦しさが

あったわけですが、継続してやらせていただき、今回は経済対策支援としてもこれを打ち出

しているところであります。このことはぜひともやらなければならないと思ってやってまい

りました。さまざま広い意味で若い世代の人たちの背中を押せるような施策を行ってきたつ
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もりですが、私も含めて絶対に満足できるものではないので、これからもこれをやっていか

なければならないと思っています。 

施設的には、大原運動公園のさまざまな拡充、それからスケートボードパークも完成する

ことができました。この後は魂が入って、みんなが活発にそこで活動していただくこと。そ

れからモンスターパイプの事業にも取り組みました。これは子供たちのことを当然大きく語

って進めたことです。トレーニングセンターもしかりであります。これらのことが１つ目に

なります。 

２つ目については、これら対象となる若者本人、そしてそれ以上に私がここはと思ってい

たのは、選挙戦で歩いたときに垣間見えた、私も含めて言い続けてしまった、子供たちにこ

こに仕事がないのだと。なので、頑張りなさい、勉強して、いわんや外に出て仕事を見つけ

なさいと言っていたのと同義語です。これを改めない限りだめだという思いが私はしていま

して、これらに対する、親御さんに対するアプローチや意識改革をやはり意識をずっと続け

ています。雑誌の「ＬＩＦＥ ｉｎ」こういったものの事業や、現役の高校生、新成人へのメ

ッセージの中にも私は自分の思いをかなり語っていると思いますし、各学校に私はかなりい

ろいろ出かけて、直接子供たちに語りかけたりということもさせていただいてきました。こ

の姿勢は続けていきたいと思います。 

とにかく「南魚沼には何もない。雪が深くて嫌だ、不便だ」。そういう意味からも自動車の

ナンバープレートに取り組んだりもしました。こういったことを実現できなかったことも当

然ありますが、しかし、方向性として私は市長になろうと決意したときに、思ったことをた

がえたことはないと考えております。これが評価いただけるかどうかは、それはもう選挙を

される皆さんの判断であります。しかし、その点はちゃんと訴えて選挙戦に臨みます。  

 人口減少が一番の課題と考えている親世代の皆さんも、自分の子には、「働く場がない、そ

して無理して帰ってこなくてもいいよ」と、いまだに言っているのではないでしょうか。こ

こを変えていかなければならないと、私は本当に思っております。そのためには下支えとな

る就職の場、雇用の場というのがもちろんあることは重々承知した上で言っております。外

から見た雪国のイメージというものの美しさも、やはり我々が語らなければいけないと思い

ます。きのうの――また繰り返しで申しわけありません。岩佐さんの話もそうです。自分た

ちがやはり誇りに思わなければ誰も来ないと私は思います。 

 ３つ目です。今住んでいる人たちへのアプローチだと思います。地域に対して悲観的・批

判的なイメージを持つことをまず払拭していかなければ、若い人はいつまでたっても帰って

こないと私は思っています。 

 ２つ目の部分であります。住民の合意形成の問題です。これはまことに難しい課題だと私

は思います。桑原議員も議員をやっていて、どれほど住民の合意形成というのが難しいかと

いうのは、当然、議員としてもわかっておられると思いますが、今回顕著にあらわれたのが

新ごみ処理施設の建設の問題です。一方的に決定することはできませんが、どうやってこれ

を決定するプロセスを我々が見出すか、責任を持てるかということであります。これは非常



33 

 

に大きな問題だと思います。一筋縄ではいかないと思います。 

市民意見の反映というのは、簡単に言えば簡単ですが、しかし今、これほど難しいことも

またない。百花繚乱――言葉は悪いですか、何ていうのですか――要するに十人十色。本当

にいろいろな意見があります。これらを我々が耳を本当に大きくして聞く力、小さいことも

聞く。そして、その中で大きな中の福祉の向上のためにはどこを選ぶべきかという視点を持

たないと、いわゆる市政に携わる――また議員の皆さんもそうだと思いますが、ないと思い

ます。これが今、今日的な問題だと思います。 

というのは、個々の権利意識が歴史上これほど高まっていることはないのではないかと。

はっきり言って意見はいろいろ言えるという環境があって――そういうことが言えない国も

今、世界中にはあるわけですが、これはすばらしいことでもありますが、そういう意味で合

意形成という問題に置きかえていけば、大変難しい問題でもあると思います。我々は徹して

市民全体の利益を考えてやっていくことだと思っております。その中に合意形成はきちんと

位置づけられなければ、何をやってもだめだと思っています。 

３つ目のところであります。病院の事業改革と財政改革の問題です。議員は先ほどの岡村

議員のご質問と違う立場かと思います。やはり財政改革の中で位置づけなければだめだと、

多分おっしゃりたいのだと思うので申し上げます。本当にそれも大事です。しかし、岡村議

員のときにも答えたとおり、まずは命を守るという使命、こういったところからスタートし

た上で、しかし、それを守らんがためには財政もきちんと運営されていなければだめだと。

そして人もマンパワーもきちんと補給され続けなければだめだという視点です。私はそうい

う視点でものを考えております。細かいことを申し上げると長くなりますので申し上げませ

んが、これは非常に重要な課題でありまして、医療体制、サービスを低下させることはでき

ません。 

しかし、今置かれているのは、市立病院群だけではない魚沼基幹病院も含めたり、そして

我々の市域から離れたほかの病院の――この周辺の魚沼圏域とか長岡圏域まで含めてもいい

のですけれども、そういったところの中に我々が立たされていて、そしてその中でものを考

えてもいかなければならないということですので、一市だけの理屈でものが進まないという

ことも含めて考えていかなければならないと私は思っています。最優先は市民の皆さんが安

心安全を感じられる、そして、サービスがきちんと提供できている姿と思います。 

４つ目の新型コロナウイルスの影響に対する学力の保障。私への質問なので本当は私から

答えるべきかもしれませんが、これについてはどうも内容を考えてみたところ、教育長から

の答弁のほうがよろしいかと思いますので、そちらに譲りたいと思います。必要があったら

また再質問で私宛てにお願いします。 

５つ目の問題であります。予算の組みかえ、それから事業計画の見直し。大きい意味と短

期的な意味があって、梅沢議員とのやりとりの中でも事業の組みかえとか、いろいろあった

かと思いますが、議員がどの辺のところをおっしゃっているのか、ちょっとわからない点が

あるのですけれども、一つには今年度の近いところでいえば、きのうお答えしたとおり、必
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要があればきちんと見直していきますということですが、今の現時点での組みかえは考えて

おりませんという話をしました。 

これは新型コロナウイルスの影響がどういうふうに及んでいくか、拡大するのか、終息に

向かうのか、さまざま考えた中で、必要があってその財源をきちんとやらなければ前には行

かない。ただ、私の姿勢だけでそれをやろうということは、ちょっと今考えていないという

ニュアンスできのうはお答えしておりますので、これをもってご理解いただければと思いま

す。広義の意味では総合計画の実施計画のローリングなど、こういうものを庁内ヒアリング

が、次年度からのことについては、今、開始されています。これらは常にそういうスタイル

でやっておりますので、組みかえ等が必要であればやはり考えていく。ときどきに政治課題、

市政の課題は生まれてまいりますので、これにやっていきたいと思います。 

最後になるかと思いますが、実質公債費比率の県内ワーストワンからの脱却。これはなか

なかできないと思います。これは公約違反かもしれません。しかし、誰がやってもだと私は

思います。簡単にワーストワンから脱却することはできます。何もしなければいいのです。

しかし、そうではだめなのです。必要なものにはちゃんと予算をつけ、市内がきちんと循環

するシステムをつくって初めてやっていかなければならない。やりながら、ワーストワンと

いえども質が変わってきているところをぜひご理解いただきたいと思います。 

私は今回、暮れ近くに選挙戦に臨むということは公言していますので言えば、ワーストワ

ンについての脱却は、公約のとおりにはいきませんでしたときちんと言います。しかしなが

ら、県内でほかの自治体は大方が悪化方向なのです。私どもの市はこれを緩やかですけれど

も改善してきています。それは財政の計画に基づいてきちんとやっている。その割にはいろ

いろなことをやっているではないかと――これは賛否があると思いますが、いろいろな事業

をやっている。これはふるさと納税という新しい財源を頼りにしているところが大きい。は

っきりと正直なことを申し上げて、市民に問いかけていきたいと思います。 

これはよそと比べるものというよりも、他市と比べるのですよ。他市町と比べる基準なの

ですけれども、そうではなくて本当は自分の中の問題として、以前と比べてどうだったかと

いうほうにより重きを置かなければ、本来の実質公債費比率というものの肝を見抜いていな

いと私は考えています。 

以上です。 

○議   長  教育長。 

○教 育 長  市長の市政運営について 

それでは、４点目、新型コロナウイルスの影響に対する学びの保障についてお答えいたし

ます。今年度に入り臨時休業等により実施できなかった授業の時間数は、小学校６年生で平

均 42 時間程度、中学校３年生では平均 40 時間でございました。小学校と中学校の時数の平

均が違うのは、小学校のほうが再開後、午前放課をしばらくしておりましたので、小学校の

時数が多く削減されております。 

 また、この臨時休業は新学期が始まったばかりでございましたので、学校としての集団生
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活、集団づくりを行うときの大変重要なときでありました。そういう面では授業時数以上に

影響があったというふうに考えます。児童生徒のこれからの学びに影響が出ないようにしっ

かりとした対策と、きめ細かな配慮が必要だと考えております。 

そこで、３つの対策をとりました。対策の１つ目は、臨時休業等により実施できなかった

授業時数の確保であります。勝又議員の一般質問でもご答弁いたしましたところでございま

すが、夏休みの短縮をすることで対応することといたしました。短縮の時数につきましては、

各学校の実際の授業時数の計算によりまして状況は異なりますが、市内の学校で 25時間程度

の授業時数を確保することといたしました。 

次に学校行事に優先順位をつけて実施内容の見直しを行ってまいりました。例えば小学校

ではやむを得ず運動会を中止することといたしました。これは練習の段階でもそうでありま

すし、運動会当日、その本番におきましても密状態を防ぐことが極めて難しい。さらに延期

をした場合、ほかの行事との調整が困難であるということで、延期することも断念をしたと

ころでございます。 

また、中学校では、運動部や吹奏楽部の大会やコンクールなども中止となりました。大変

残念なことでありました。しかし、いろいろな行事のとりやめをするなど、さらに延期をす

るなど調整を行い、全体で 15時間程度の時数の確保も行ってきたところであります。このほ

かに日々の日程を工夫し、年度末までに１年間のスパンの中で計画的に授業時数の確保を行

って、学習指導要領で定められた内容を実施するというふうにしております。 

対策の２つ目は、学習指導における工夫やきめ細やかな配慮です。１つ目の授業時数確保

の対策で進めるとお話しいたしましたが、教科の内容をどんどん進めるということを考えま

すと、やや詰め込みがちになるところが心配されるのです。そうしますと、児童生徒の学習

意欲が低下してしまいます。また消化しきれないところもあります。そこで、過度な負担と

ならないように見通しをもって、これは先ほど申し上げました１年間のスパンの中で見通し

を持った授業計画、そして児童生徒の状況を把握しながら指導していくところでございます。

急ぎ過ぎずに丁寧な学習指導を徹底し、子供たちの学びを確実に保障していくと考えており

ます。 

対策の３つ目でございます。一人一人の児童生徒に合わせた学習支援の一層の推進です。

このたびの臨時休業によりまして、家庭学習をすることは家庭の環境によって大きな影響を

受けているというふうに捉えております。それがわかりましたので、これからは関係機関と

連携しながらさまざまな課題を持つ児童生徒、そして保護者に寄り添って、家庭学習を含め

て学習支援を丁寧に進める必要があると考えております。これらのことを踏まえて、全体と

して児童生徒の学びを保障し、学力向上に結びつけてまいりたいと思います。 

以上でございます。 

○議   長  桑原議員の質問の途中ですが、昼食のため休憩といたします。再開を１時

20分といたします。 

〔午後０時 06分〕 
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○議   長  休憩を閉じ、一般質問を続行いたします。 

〔午後１時 18分〕 

○議   長  ９番・桑原圭美君。 

○桑原圭美君  市長の市政運営について 

では、１番から順にいきたいと思います。「人口の流出の抑制を」という言葉がありまして、

すごくこれはいいのかなというふうに思って聞いておりました。また、若者向けの施設整備

はもう進みましたので、これからはここをどうやって生かすかということになってくると思

います。 

私がちょっとこだわりたいのはやはり企業誘致。これは非常に難しい問題なのですけれど

も、やはり人口を増やして維持するということは、自治体運営をする上で基本中の基本では

ないかと思います。今議会でいろいろＩＴとかインターネットを駆使した新しい働き方も必

要だというのは当然わかるのですけれども、ここで人が暮らして経済活動すること以外には、

もう税は生まれないという考えで私はおりますので、やはり人口問題についてどういう政策

を考えるかということになると思っております。 

１つの例を言いますと、山口県の山口・防府地域というのがありまして、企業誘致で人口

が２万人増えたと。ただ、平成元年から 30年かけて 181社を誘致、大体 100人前後ぐらいの

企業をこつこつと集めたと。これでやっと人口が２万人ですので、30 年かけたと。人口は、

独身の若い人が来ているということなので、これからまさにまいた種が実ってくる時期だと

いうことでした。 

ＩＴとか５Ｇも必要なのですけれども、やはり南魚沼の地に適した産業というものを我々

は選択集中しなければならないのではないかというふうに思っております。もはや山口の件

も見ますと、企業誘致による雇用創出、まちづくりというのは、もう単独の自治体だけでは

とても無理だという時代になっています。ここを広域的に考えると企業の機能移転、先ほど

市長も話していましたけれども、これが本当にＣＣＲＣではないかというふうに私は思って

います。 

南魚沼は昼間人口が 100％に近い。どこの地方もそうなのですけれども、働いている場所と

住んでいる場所が一緒であると。これがこれから先はもうそういうものが変わっていくだろ

うというふうに思います。これにどう対応できるかということも考えなければいけませんが、

人口を増やすということについて市長の考えをお聞きしたいと思います。 

○議   長  市長。 

○市   長  市長の市政運営について 

人口減は本当に食いとめなければいけないということですけれども、なかなかそれは、こ

れから生まれてくる子供たちが急激に増えれば――でも、例えば就労できる年齢に達するま

でには二十数年かかるわけで、ちょっとなかなか、人口減のことだけを言ってもしようがな

いのかと思います。 

ただ、一方で企業誘致のことについては、企業立地推進員の皆さんも本当にいろいろなア
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イデア、話をこの４年間の中でも私のところに持ってきてくれた方もいます。ただ、なかな

かそううまく進まないなというイメージ。そして、例えばごみ焼却場のあそこになぜという

ことの中で、いろいろ自分の思いは語ったこともあったと思います。新しいものをどういう

ふうに呼び込むかというのは、本当に難しいという思いです。 

ただ、その中できょう午前中に永井議員のほうにも答えたとおり、新しいやはり動きとい

うのも出てきている。これまでのようなちゃんとしたメーカーさんとか、そういったところ、

企業名も有名なところとか、中小企業でもすばらしい活動をしているところを呼び込むとい

うこともあるのですけれども、なかなか今までどおりというわけにもというのは、やってい

て私が思っていることです。 

そして、例えば出たワーケーションの問題なんかで、和歌山県の白浜町というところがあ

るらしくて、そこでちょっと見た――あそこは風光明媚なそういう海のまちだと思うのです

けれども、行ったことはないのですけれども。そこにはものすごく人が集まっていて、24社、

240人ぐらいがそういうワーケーションを実施して、実際増えている。来た人が当然使いなが

らだから循環しているのかもしれませんけれども、そういったやり方とか。 

例えばいい例が今回のコロナ禍の中で、時期を得て発表したのかどうかわかりませんが、

個人の思いもあったのでしょう。うちともいろいろな関係もつくってくれているフラー株式

会社の渋谷修太代表――ＩＴ起業家の中でも非常に有名な方ですけれども、こちらに移住し

てまいりました。当市ではなくて新潟県のほうに。生まれ育った環境は南魚沼もあったわけ

で、私もぜひ南魚沼にという話もしたのですけれども、それはなかなか難しいと思いますが。

例えばそういう動きを捉えると、やはりいろいろなことが生まれてくるのではないか。 

企業誘致ということで、本当に前に進まないところは否めない事実ですけれども、新しい

やり方というのも出てくるのか。それは例えば既成の今の企業さんが、完全に本社機能をこ

ちらに持ってくるということだけではなくて、ワーケーション的なやり方で、ぜひ南魚沼を

選定しろとか、例えばそういう結びつきの方も出てくるのではないかとか、一部今の都市集

中型のそういう働き口の偏在というか、それは今回のリスク管理でもいろいろな問題になっ

ているわけなので、その一部を期間的にはこちらのほうに持ってくるとか、そういうことも

――勝手なことを言っているように聞こえるかもしれませんが、これから目指すべき姿では

ないかと思います。 

人口減はなかなか本当にすぐ特効薬というのはないがゆえに、そういうことも考えるべき

だというふうに思いますけれども。 

○議   長  ９番・桑原圭美君。 

○桑原圭美君  市長の市政運営について 

まさに人口というのは急に増えるわけではなくて、20年、30年かけて花が咲くというとこ

ろなので、今、すぐという特効薬は当然ございません。そして今、新しい働き方の中でいろ

いろな動きが出てくるというのは、本当にこれからもこの南魚沼も期待できるところではな

いかと思います。 
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企業のやはり機能移転とかは、本当に人がこちらに動いてまた帰るような動きが出てくれ

ば、本当にＣＣＲＣが実現できるのではないかというふうに思います。また、あとで触れる

部分もあるのですけれども、地域医療と介護が充実していれば、いろいろな一流企業もこち

らへ目を向けるかもしれませんので、そこら辺も検討していくべきではないかというふうに

思います。 

 次の質問に入ります。住民との合意形成も非常にこれは難しいわけであります。慎重な進

め方、ここに時間をかければ、その後のスムーズな進捗に役立つのかと――言うは易しです

けれども、そういう印象を持っておりました。きのう、雪国ナンバーの話は市長から出まし

たけれども、これは市長の責任ではないというふうに思いましたが、やはりごみ処理施設に

関しては、ちょっとやり方があったかなというふうに思います。また、市長は、反対すれば

中止になってしまうのではないかというような印象も、市民には与えてしまったのかなとい

うふうに思います。これは行政としては、今後も大きな問題になるかと思いました。もう決

めたら信念をもって遂行するということを、どうやってやっていくか。そのための必要な合

意形成ではあるのですけれども、先ほど市長も言ったような個人の権利意識が非常に高くな

って、もう下手すると団体内の中で、例えば反対をする、賛成をするという人たちの中でも

合意形成が難しくなるのかなというふうに、私もちょっと懸念があるのです。 

こういう地域になると、いろいろなことが進めるのに難しくなるかと思います。我々はも

う議会がしっかりあるわけですので、なるべく直接民主主義になる前にスムーズな進め方が

できればというふうに思うのですけれども。例えば北海道のニセコ町のような事業仕分けに

住民が加わるようなやり方で、いろいろな事業をオープンにしていくということになると、

住民が決めたということにもなりますので、そういったところで今回のような合意形成はス

ムーズにいくのかなというふうに思っていますが、そういう住民が参画した中での進め方と

いうのは、市長はお考えになっていますでしょうか。 

○議   長  市長。 

○市   長  市長の市政運営について 

私が全部言葉が足りるかどうかはわかりませんけれども、既にそういうことも取り入れて

やっていると思うのです。例えばさまざまな総合計画の検討のそういう会があったり、それ

には当然住民の皆さんから選ばれています。例え選ぶプロセスとして選挙のような形ではな

いので、果たしてそれがどうかということも本当はどこかで議論すべきところもあるのかも

しれませんけれども、基本的にはそうだと思います。 

ただ、私は議員を経験して思っているのは、そういうことは非常に何というのですか――

例えば住民投票とか、あれにもいろいろな思いを私は持って、自分としてはいろいろな意見

がありますが、そういうことだけが語られると、では、議会という機能は何なのだという話

になる。何か私も含めてそういう行政というか、ものを決定していくプロセスに席を置いて

いるものとして、非常にバランスとか、それから冷静さ、そういったものが必要になると思

います。 
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例えば住民代表でいいのですよという話になれば、極端に言えば選挙そのものを否定して

いるというふうに、そういうことにもつながるということも含めて、いろいろなことをやは

り考えながらいかなければいけないのではないか。しかし、最終的に決定するプロセスとし

ては、前回どなたかへの回答――繰り返しになってしまうかもしれませんが、やはり我々は

こういう議会制というものを持ったりする中で、本当の意味のかじを取るかどうか、そうい

う決定をするのは議会であるべきだというふうに私は思っていますし、議員もそう思って議

員になっておられるのだろうと思います。 

○議   長  ９番・桑原圭美君。 

○桑原圭美君  市長の市政運営について 

市長も議員をされていましたので、今のお話は理解もできます。ニセコに行って、小さな

町ですけれども、なぜあそこがうまくいっているのかというのは、実際にそこに住んでみな

いとわからない部分もあるかと思います。ただ、そこの町長、今、衆議院議員をやっていま

すけれども、オープンにしていくということでトラブルを回避したという部分は、やはり学

んでいかなければいけない部分もあるかなというふうに思いますので、今後、検討するべき

かなというふうに思っております。 

 ３番に移ります。地域医療体制の整備です。先ほど市長は、この問題は財政も大事ですけ

れども、やはり命を守るのが大事だと。サービスの低下はできないのだという考えを述べま

した。それにかぶせるわけではありませんが、私はやはり財政改革をしないとサービスは低

下しますよということを、市民にどこかで理解をしていただくべきではないかと思っており

ます。 

平成 29 年６月定例会において、私はまた同じように病院事業改革を市長にぶつけていま

す。そのときには、私は指定管理等いろいろなバージョンを提案したのですけれども、その

ときは当面このままでいくと。当然、改革は考えます、そういう答弁でした。今はもう少し

変更しているのかなというふうに思います。また、同時に産婦人科の設置も要望したのです

けれども、人口は減るだろうという見込みの中で、しないという答弁でした。これはまさに

そのとおりになっております。 

私はいろいろ他の自治体の病院事業改革、公立病院の改革プラン等をかなりの量あったの

ですけれども見させていただいて、市民病院と民間の病院の連携を再びここで検討できない

ものかというふうに思っています。そういった事例が全国の事例の中で１件だけございまし

て、公立病院と民間病院を統合して、地方独立行政法人を立ち上げたと。ここに対しては医

療体制の充実と財政改革を実現できたというふうにあります。これは総務省の資料にも出て

きます。異なる診療科を持つ、２つ、３つぐらいの公立病院と民間病院が１つになれるとい

うメニューが実はございまして、一番ネックになった民間と官の待遇面もうまく調整ができ

たということでした。 

実際に自治体の議員さんにも、出向くことはできませんでしたので、お電話をさせていた

だいたら、総務省の地域医療再生臨時特例交付金と公立病院再編ネットワークに伴う病院事
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業債、それから厚生労働省の医療提供体制施設整備交付金、これらを駆使して事業を遂行し

たというふうに説明を受けました。これがたまたまなのかもしれませんけれども、うまくい

っているということで、お隣の地域の公立病院も入れてもらいたいというような今、交渉が

始まったということでありました。 

これが平成 32年までの措置ということだったのですけれども、企画があれば、ぜひ、相談

に乗るというような状態であるそうです。このようなまさに大胆なこれは発想で、たまたま

うまくいった事例かもしれませんけれども、こういった抜本的な改革を市長のほうで何かお

考えであれば、お聞きしたいというふうに思います。 

○議   長  市長。 

○市   長  市長の市政運営について 

きょう午前中の岡村議員のときにもお話をしているとおり、構想が私にあるわけではあり

ません。繰り返しになりますが、当初は漠然としていた不安、これがあるという話から切り

出しています。独立法人の件、これは私は勉強もしていますが，うちの市には合わないと思

っています。今、議員がご指摘の地区がどこかちょっとわかりませんけれども、それぞれに

やはり抱えている医療環境の課題というのは違うと思います。もう全く地域によって全然違

うと、私の勉強の中では思います。 

今回うちのほうで一番考えるべきは、これも繰り返しになりますが、まず１点は役割分担

の問題です。魚沼基幹病院と市立病院群の問題。それが私も議員のときに地域医療対策調査

特別委員長をやっていたわけですけれども、当時は例えば標榜科が 24科。全部は開設してい

ませんけれども、これが全部あるという――例えばそれがいっぱいあるということを、どこ

か誇らしげに思ったところも当時は私の中ではあった。しかし、今はそこが常勤医と非常勤

医の――要するに科をいっぱい持つということは、常勤の先生の数がほとんどいないわけで

すから、この中でそれを成り立たせていかなければいけないということの大変さ。本当は総

合医がきちんといて、そして例えばマイナー診療科とか、そういったことについては――具

体的に言うとまたちょっと語弊があって、頑張っている先生方もいるわけだからちょっと言

いづらいのですけれども、先ほど議員が指摘された経営的な面とかをさまざま考えたり、で

はサービスの低下につながるかということを考えると、きちんと魚沼基幹病院にある専門に

ついては、そこをつなぐという役割分担の仕方です。こういったことがない限り、幾らしゃ

べっていても常勤医と非常勤医のバランスは改善されません。これがやっとはっきりわかっ

てきたのは、市長になってからの勉強で、本当に申しわけない。私がそのくらいですから、

ということなのです。なので、さまざま考えなければいけないと思います。 

 もう一点でいうと、先ほどの民間の医院さん、クリニックの問題。うちの地域でこの４年

間で大変な数が今やめていっています。そういう問題と、これから将来を見越しても、非常

に大変口幅ったい言い方ですが、今、頑張っておられる皆さんもご高齢化をしてきている。

その先生方そのものが私に「これから大変だぞ」と、「市長、頼むよ」という話をさんざんさ

れるのです。そういうことも含めて、これは思うか思わざるかにかかわらず、やはり統合と
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いう言い方は変ですけれども、この地域の中の医療の数や専門性のあるところをどこに置く

べきかという、強いて再編という言い方をすれば、そういうことは必然的に進むもの。 

そして、この魚沼圏域の中でいえば、まだ県立病院等もありますが、一番は県立病院をこ

のまま存続していけるかどうかということが、今まさに議論されようとしているわけです。

もうしているところもありますが。そういうことがある中で、私どもは私どもの市の市域の

中の病院だけを考えていれば将来像が見渡せるということでもない。そこら辺を含めて非常

に専門的な見地も入れながら、どういうふうに進んでいくのだろう。そして、進むべき道は、

我々としてはこういうことをきちんと整備していくべきであるということになると思います。 

これはちょっとまた間違って捉えてもらうと困るのですが、財政というか予算運営を無視

して、医療群の存立を続けることはできないわけですから。それは両方合わせてやっていか

なければならないという意味で、ぜひともまた解釈をよろしくお願いします。 

○議   長  ９番・桑原圭美君。 

○桑原圭美君  市長の市政運営について 

今、明確な答弁をいただきましたので私もまた考えやすいのですけれども、この地域だけ

で完結する話ではございませんので、非常に市長の考えはよくわかったのですが、やはり私

の受けとめ方が違うのかもしれませんけれども、再編が必然的に進むかどうかということは、

ちょっと私の中では考えにくくて、今のうちに進めていくほうがいいのかなと。当然そう思

っていられると思うのですけれども。 

そして、やはり魚沼基幹病院を軸。つなぐということは非常に大事なのですけれども、こ

の先一体どうなるのかという懸念も、やはり県立病院――我々の地域だけではないのですけ

れども、心配なところもございます。やはり市長も認識を持っておられるように、我々の地

域医療を支えておられる先生方が元気で活躍できるうちに何とかこれを成し遂げたい、成し

遂げるべきではないかというふうにも思います。 

そういった中で市長の考えとはまた違うことになってしまいますけれども、地方独立行政

法人というのが、事例は少ないのですけれども、私は検討してもいいのではないかというふ

うに思っています。構想があるわけではないということなのですけれども、まるっきり検討

の余地にも乗らないのかどうなのか、もう一回お聞きしたいと思います。 

○議   長  市長。 

○市   長  市長の市政運営について 

検討の余地がないとか、そういうことではないのです。ただ、私の中の今、自分なりの勉

強の中では、うちにはちょっとふさわしくないのではないかという思いがします。これはち

ょっとここでやると、はっきり言って非常に長くなります。だけれども、検討しないのでは

なくて、先ほど岡村議員にもお話をしたとおり、今回タブー視なく、どういうことが例えば

選択肢としてあるかとか、今のまま公立の病院を当然続けていくことが大前提と、私どもそ

れを思って今やっているわけですから。これを進めていくにはどういう問題があって、どう

いう課題があって、続けていくためにはどういうふうな努力をしなければならないか、まず
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それが第一点ではないですかね。 

その次に例えばそれが極めて厳しい見通しになるということであれば、ではどういうやり

方があるのだということが、プロセスとして語られていかなければおかしい話であって、誰

がやったってそういうプロセスでものを考えなければいけないと思うのです。その中に地方

独立行政法人の問題とか、そういったことも当然、では、できるのかとかいろいろあってし

かるべきだと思います。それを否定しているという意味ではありませんので、私の中の思い

としては、ううん、ふさわしいかなという思いを、勉強の過程で自分でちょっと思っている

ところがありますということは、正直に申し上げています。 

○議   長  ９番・桑原圭美君。 

○桑原圭美君  市長の市政運営について 

わかりました。やはり考え方の中ではこれがだめだとかいいとかではなくて、オール・ア・

ナッシングではないと。いろいろなオプションの中で考えていくべきかなというふうに今、

受け取りましたので、私もまた勉強のほうを進めていきたいと思います。 

 次の４番にまいります。学びの保障です。この質問に入るのですけれども、議会中に新聞

の一面で夏休みの期間を各校に任せるのと、プールの授業はということが報道されました。

これは、議会中であっても議員にまず知らせることはできなかったのかというのを１点、先

にお聞きしたいと思います。 

○議   長  教育長。 

○教 育 長  市長の市政運営について 

お答えいたします。今ご指摘いただきました、議会中の答弁の中でお伝えするほうがよか

ったかというふうに思っております。こちらのほうは、事務局で検討し、教育委員会に諮っ

た中で進めているところでありますが、その報告を丁寧に皆様方にすべきであるというふう

に考えております。大変失礼いたしました。 

○議   長  ９番・桑原圭美君。 

○桑原圭美君  市長の市政運営について 

わかりました。事前に知っておくと、また質問も変わってきますので、そこら辺もちょっ

と考えながら今後、お願いしたいと思います。学びの保障についてはいろいろな方も質問さ

れていますので、ちょっと絞っていきたいと思います。夏休みの期間は各校に任せるという

ことになっております。これは各校で方針があると思いますので、これはよいと思いますが、

各校に任せるというのは実際どんな方向になりそうなのか、今の時点でわかっていたらお聞

きしたいと思います。 

また、学校の規模によっては１クラスの人数が非常に多い学校もありますので、これがど

ういったことになるのか。一人一人に合わせた学習支援というのは、具体的にどういうふう

に考えているのか、ここをお聞きしたいと思います。 

○議   長  教育長。 

○教 育 長  市長の市政運営について 
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まず、最初の時数確保について各校の判断に任せるというところでございますが、各校で

年間の授業時数をその都度調整して教育活動を進めております。ですので、ある日で――例

えば５月 15日で切ったとしても、授業時数がどれだけ足りなかったか、あるいは多かったと

いうのは学校ごとに違いがございます。ですので、夏休みの短縮についても、それぞれの授

業時数のそれまでの確保、あるいは不足分は事情が違いますので、学校の判断に委ねている

ところであります。 

また、少し補足しますと、夏休みで考えますと、学校の夏季休業については規則では、40

日間の夏季休業を確保してございます。しかし、実際に 40日間の夏季休業を最初からとると

いう学校は少なく、何かがあった場合に備えて極めて短い夏季休業を予定しておりました。

それは各学校によってばらばらでございますので、その削減のところもまた各校によって違

いますので、補足させていただきました。少し今お答えの足りないところは、またご質問い

ただければと思います 

 もう一点、一人一人丁寧に指導するというところでございます。これは学校によって規模

が違いますので、一人一人に寄り添うというやり方が異なります。例えば少人数の学校です

と、授業の中で丁寧に一人一人巡視をしながら指導ができます。規模の大きい学校は１人の

教員ではなく、複数の教員が手分けをしながら少人数で指導できるなどの工夫も行っている。

そういう一人一人の配慮の仕方が異なっているところでございます。 

まずは以上、お答えさせていただきました。 

○議   長  ９番・桑原圭美君。 

○桑原圭美君  市長の市政運営について 

やはり学校の規模が違うので、学校ごとに対応を任せるというのは非常によかったかなと

思っています。やはり一人一人に合わせた学習支援のほうが重要かというふうに思っていま

すので、そこをやはり今後、夏休みに入るまでの期間に先生方と相談しながら、子供たちが

遅れないように対応していただければというふうに思っております。 

もう一点は、特に中学生の部活動なのですけれども、３年生の保護者からかなりお話が出

ております。最後の活躍ができなかったというようなことを、私も保護者でありましたので、

そこら辺の気持ちはわかるのですけれども、この先の中学３年生が部活の最後を飾るような

場面というのが、この中越地区でも県でもいいのですけれども、あるのかどうかというのを、

ちょっとお聞きしたいと思います。 

○議   長  教育長。 

○教 育 長  市長の市政運営について 

３年生の部活動のまとめというのは、議員ご指摘のとおり、非常に重要なことであります。

当事者にとっても保護者にとっても、何とかしてあげたいという思いに、大変共感するとこ

ろでございます。 

まず、正式な大会はとりやめとなりましたので、６月中、そして７月にかけて郡市内の交

流試合、あるいは集まり等が今、準備中でございます。また、中越地区単位、県単位の大会、
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競技については、それぞれの――例えば体育ですと、中体連という中学校の体育連盟がござ

いますので、そういうところで開催ができないかどうかを検討しているところでございます

ので、今の段階でははっきりと申し上げることができないところであります。いずれにしま

しても、何とか子供たちにやり遂げたという達成感を何らかの形で持たせたいところが共通

の思いでございます。 

以上であります。 

○議   長  ９番・桑原圭美君。 

○桑原圭美君  市長の市政運営について 

教育長がそういうふうに受けとめておられるということは非常にありがたいですし、保護

者の方にも伝えたいというふうに思います。何とか最後の集大成を、通常の大会ではないと

しても飾らせてあげたいという思いがございますので、そこら辺の検討をお願いしたい。ま

ずは教育委員会でも検討すべきというふうに思っております。 

 最後、５番目の質問に入ります。予算の組みかえということは、これまでも何度も質問と

答弁がございましたので、やはり押し問答になると思いますのでここではしませんが、今後

検討していくべきであるというふうに思っております。 

 また、実質公債費比率は、これは先ほど市長も言っていましたけれども、達成できたかど

うかは、私も財政はちょっとは勉強していますので、そんなに問うつもりはないのですね。

ただ、やはり新型コロナウイルスの影響で、税収は確実に落ちるということが予想されます

し、新ごみ処理施設の建設とか、小学校の統廃合、施設の老朽化など必然的にお金のかかる

大型事業が控えている中で、実質公債費比率を改善するやり方というか、それは当然考えて

いかなければなりません。 

私も議員を 11年やった経験からすると、行政に無駄遣いというのはなかなかふさわしいか

なというような言葉だというふうには思うのですけれども、やはり市民感覚からすれば、無

駄遣いというものは、概念は存在すると考えたほうが妥当かというふうに思います。きのう

の議員とのやりとりにも出てきましたけれども、財政改善を目的とするならば、やはり単費

ではなく、国県の補助金をうまく使いながらやるべきだろうという部分が、やはり出てきま

す。単費の支出を極力抑えなければ財政改革はできない。この辺をどういうふうに考えてい

くかお聞きしたいと思います。 

○議   長  市長。 

○市   長  市長の市政運営について 

昨日の梅沢議員とのやりとりだったと思います。私も言葉足らずや、ちょっととんちんか

んなことも言ってしまったり、いろいろありました。それはちょっと本当におわび申し上げ

ましたけれども、総じて言われることはそのとおりです。 

今、桑原議員が言ったとおり、できればそういう補助をきちんとやりながら、我々の単費

というか、そういうことを控えながらそれをやっていくというのは当然のことです。そうし

なければならないと思っていますが、時にしてどうしても進めたいという事業について、そ
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れが該当しないとか、そういった場合にはなるべく市民の皆さんからの直接の市税の部分で

はない――我々と、そして市民の皆さんとの頑張りの中で生み出しているふるさと納税とい

うのはすばらしい財源だと。これは本当にそれがなかったら、小学校や中学校へのクーラー

１つだって決断できなかった。 

そういうこともずっと話をしていますが、そういったことも含めて、なるべくそういう負

担がないような形でやっていきたいと思います。しかし、どうしてもということは、果敢に

取り組ませていただきたい部分もありますので、これを勝手に１円たりとも使えませんので、

それはやり過ぎだということも含めて、議会からの当然ブレーキもかかったりということも

含めながら、議論もしつつやっていかなければならないと思っておりますので、よろしくお

願いします。 

○議   長  ９番・桑原圭美君。 

○桑原圭美君  市長の市政運営について 

今の点はわかりました。やはり極力抑えていくということを念頭に考えてもらいたいとい

うふうに思います。 

次も財政改革の点なのですけれども、何年か前に議員研修というのをさせてもらって、総

務省の官僚が来ました。ソーシャル・インパクト・ボンドという課題で講義を受けました。

これは民間企業を積極的に活用すると。そして財政支出は、成功する見込みが出てきた、あ

るいは成功したときまで財政支出を約束しないと。本当に成功して地域のためになるという

ときに、民間企業に支出をするという新しい財政の考え方なのですけれども、やはりこうし

なければ民間企業も必死にならないのかなというふうに思います。また、緊張感が生まれた

ほうがよい結果が出るというふうに思います。これを我が市も採用するべきではないかとい

うふうに思います。 

市民から特殊な事業を指して言うようなことは、私はここではしませんけれども、市民か

らのすばらしいアイデアがあって、これが市のためになるのだという提案が民間企業からあ

った場合は、こういうソーシャル・インパクト・ボンドという考え方を、今後採用するべき

だと私は思うのですけれども、市長はどういうふうにお考えになりますか。 

○議   長  市長。 

○市   長  市長の市政運営について 

まさにそういうことはすべきだというふうに思います。それ以上のものもちょっとないの

で、そういうことを本当に望んでもいます。今、いろいろな新しい起業の問題に、単にお金

を出すのではなくて、まずは考えて、そしてそれを数か年の間やっていこうということで、

これからちょっと新しい事業を提案していただいている方もいます。資金も含めてその方が

いろいろ考えてくださっているという大変そういうすばらしい方も、ここの出身者で出てま

いっております。実現するかどうか、まだこれからですけれども、そういうことを早くこの

場で発表できるようになりたいと思います。そういうことをさまざま待っています。 

○議   長  ９番・桑原圭美君。 
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○桑原圭美君  市長の市政運営について 

ソーシャル・インパクト・ボンドは、本当にこれから大事な考え方になってくると思いま

すので、すぐ役所が協力するのではなくて、とにかくアイデアを出させて、自分たちで努力

するという民間企業をどんどん増やしたいというふうに思います。 

最後になりますが、市政運営、政治姿勢について問います。私としては、市政運営という

のは、派手さは要らない。確実に一歩一歩進むことが大事であるというふうに思っておりま

す。かつて市長が議場で「アイデアがどんどん浮かんでくる」という発言は、私は今の状況

に鑑みると、ちょっと軽いかなというふうに思っております。政治家はやはり「多弁にして

空疎」ではいけないというふうに思います。新ごみ処理施設の問題が頓挫した中での出馬表

明は、私はいかがなものかと思いました。市長は本当に真剣に取り組んでいくと思いますが、

最後に市政運営の取り組み、これから先の行政改革の意気込みをお伺いして終わりにしたい

と思います。 

○議   長  市長。 

○市   長  ちょっと時間がありません。 

〔制限時間を知らせるブザー音あり〕 

〔「このときちょっとしゃべらせてもらわないと。考えてもらいたい」と叫ぶ者あり〕 

○議   長  以上で桑原圭美君の一般質問を終わります。 

○議   長  質問順位 13番、議席番号 11番・清塚武敏君。 

○清塚武敏君  ６月定例会一般質問、私が最後の質問になりました。今回の質問は、ふる

さと納税、県下ナンバーワンの実現はということで１項目に絞っての質問をいたします。 

ふるさと納税、県下ナンバーワンの実現は 

 ４年前、林市長が市長選挙の数ある公約実行の一つとして大きな成果があったのが、南魚

沼市ふるさと納税返礼品の開始だったと思います。全国の大勢の皆様から応援をいただきま

して、年々、寄附金額が右肩上がりとなりました。返礼品取り組み開始前の平成 28 年度は、

約 7,500万円でした。取り組み開始――平成 29年６月１日よりスタートしたわけであります

が、約９億 900万円。平成 30年度は約 11億 7,300万円。令和元年度は 16億 9,000万円とな

りました。 

今定例会、林市長の所信表明の中でも、今年度は約２か月で寄附件数が 6,000 件を超え、

早くも１億 9,500 万円と昨年同時期に比べ順調に推移しているというお話がありました。改

めて南魚沼市を応援していただいた全国の皆様に感謝いたします。あわせて市長とともに今

まで取り組んできた市の職員も頑張っていただいたのかなと思います。 

南魚沼市が目指す将来像では、「自然・人・産業の和で築く安心のまち」の実現のために、

ふるさと納税応援寄附金は、大きく８つの使い道に分類されています。安心して暮らせるま

ちづくりや、豊かな自然づくり、市長にお任せコースなど、これまで子育て支援センター子

育ての駅「ほのぼの」、学童保育の整備、小中学校のエアコンの整備、坂戸山や八海山の登山

道の整備、国際大学応援と交流の推進などなど多くの事業に使われてきています。そして、
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今、新型コロナウイルスによる南魚沼市の最大の危機といってもいい、経済支援策の財源に

もなります。そして、何より南魚沼市の魅力の発信に大きく貢献できたと思います。 

しかし、市長が目指した県下ナンバーワンの壁は高かったです。昨年度はなぜか魚沼市さ

んにも抜かれてしまったようであります。市では今までの取り組みの分析をどうとらえてい

るのか。今年度、県下ナンバーワンの実現の戦略をどう進めていくのかについて、以下の４

点を質問いたします。 

 （１）今までの取り組みの実績をどのように分析して、今後の戦略としてどう進めていく

のか。 

 （２）４月３日より寄附申込サイトを１つ増やしたということであるが、拡大による効果

と経費について伺います。 

 （３）返礼品取り扱い事業者の推移と今後の返礼品の拡大をどう進めていくのか。 

 （４）ふるさと納税で当市を応援していただいた人たちのつながりを継続する移住定住や

観光の発展のアイデアを寄せてもらうことを目的にスタートいたしました、ふるさと応援隊

の効果と今後の取り組みについて。 

以上を伺います。 

○議   長  清塚武敏君の質問に対する市長の答弁を求めます。 

市長。 

○市   長  それでは、清塚議員のご質問に答えてまいります。 

ふるさと納税、県下ナンバーワンの実現は 

ふるさと納税、県下ナンバーワンの実現はということであります。結果的に言えばナンバ

ーワンはちょっとまだできません、ということであります。これも公約違反になるかと思い

ます。今までの取り組みの実績をどのように分析していて、今後の戦略を、ということであ

ります。まず、ふるさと納税――ふるさと応援寄附金については、多くの皆さんから本当に

応援をいただきまして、返礼品制度を開始した平成 29年度には、先ほどもう数字はおっしゃ

っていただきましたので省きますが、歩み出しは少なかったですけれども、本当に昨年度は

17億円、前年比で 1.47倍、約 1.5倍でしたから大変な伸びを示しました。本当にうれしく思

います。 

途中では返礼品の３割問題とかさまざまある中で、これがやられてきたことも含めてであ

ります。今年度は５月末現在で１億 9,500万円を超えまして、前年比で 1.6倍でありますが、

きょうは最新の情報を今、持ってきました。ちょっと発表させてもらいます。件数でいうと

7,085 件、これは昨年比でいうと 158.2％です。同じ日で比べた場合です。６月 10 日の深夜

に更新していますので、ちょっと前の数字ですがお願いします。でも、最新です。申し込み

の寄附額が２億 2,155万 9,000円で、昨年と比較しまして 163.8％、約 164％の伸びというこ

とであります。 

そして、先にもうお話をさせてもらいたいと思いますが、魚沼市が去年はずっと上がって

ということで悔しくないかと本音を言えば、ちょっとまたライバルが、というようなところ
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もあります。しかし、これは決してうらやむということではなくていいことだと思います。

私は今回の南魚沼市の伸びも含めて、お米が 84％以上選ばれている。これは魚沼市において

も比率としては似ていると思います。やはりテレワーク、在宅勤務、こういった中でさまざ

まその手を休める時間帯に、当然いろいろなサイトを見たりということもあったのかもしれ

ません。そして、宅配ですから自宅にこの米が運ばれてくる、そういう要素も重なったと思

います。 

この中で、やはり何といっても魚沼市ですよ、魚沼米ですから、そういうところ。という

ことは、我々が頑張っていることも、魚沼市はそう言わないかもしれないけれども、非常に

伸びの中に我々のさまざまな媒体を通じたアピールをしていることも、少なからずこの圏域

の中ではちゃんと影響していると思います。それはこの圏域にとってすばらしいことだと思

っているので、我々はそれをまた超えて南魚沼産ということできちんとうたえるかどうか。

しかし、ネーミングの魚沼米というのはいかに強いものであるかということ。市の名前とし

ての問題も、やはりこれを覆すことはできませんが、いろいろあるのではないかと私は私な

りに分析しています。 

県下ナンバーワンの実績には至っておりません。県内の他市町村においてもさまざま今、

寄附申込サイトの活用、それから企業版ふるさと納税とか、ＧＣＦ（ガバメント・クラウド・

ファンディング）などの手法を取り入れている状況でありまして、まさにそういう意味では

言葉がちょっと過ぎますが、しのぎを削る。みんなで知恵の出し合いというか、そういうと

ころでいい意味で競い合っているということも含めての状態だと思っています。 

とりわけ新型コロナウイルスに対する市の独自経済支援策などにおいても、議員がお話し

いただいたとおり、ふるさと納税で得た財源というのが大変貴重でありまして、大きな財産

になっています。いずれにしてもしかるべき時期が来ましたら、また最近でも――大体月に

１回、市長からの感謝メッセージというのを全国の皆さんに送っていますので、これらにつ

いてもそういうことが大変ありがたかったというメッセージは送りたいと思いますし、この

後、経済対策支援のなか等でもふるさと納税を経て、我々が得させていただいているふるさ

と応援隊等の皆さんにも、さまざまな我々の企画のこちらへの観光需要をお願いするような

中身にも、このふるさと納税のつながりをぜひとも活用していきたいと私は考えているとこ

ろでございます。あまり言い過ぎるとまた言葉が軽いとのご指摘があるかもしれませんので

あまり言いませんが、しかし、これは誰が考えてもやることだと思います。 

それから２つ目の寄附申込サイトの拡大の問題であります。これについては当初は「ふる

さとチョイス」、そして「ふるぽ」での寄附申し込み受付を開始しましたが、平成 30 年８月

には「さとふる」、そして平成 31 年１月には「ジーコール」に拡大しました。ことしの４月

からは「ふるさとぷらす」を新たに追加して、現在５つの寄附申し込みサイトによって受付

を行っております。 

さらに、今月中になりますけれども、４つのサイトを加えます。これは「楽天ふるさと納

税」、「ふるなび」、アナ――ＡＮＡのアナですが「アナのふるさと納税」、それから「キューテ
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ン」という名前のサイト、この寄附受付の開始に向けて、現在、準備を進めているところで

あります。そうなりますと合計で９サイトになります。 

寄附額については、先ほど述べましたとおり、サイトの拡大に合わせて年々増加しており

ますので、我々もこういう努力が実を結ぶことをぜひとも期待したいと思います。さらに多

くの方から南魚沼市を知っていただき、ファンそして交流人口、関係人口の増進に努めてま

いりたいと考えております。 

経費についてでありますが、昨年から総務省の定めました募集経費等は５割以下、返礼品

は３割以下の地元産品などという基準を、現在満たす自治体のみがふるさと納税の対象にな

っているということですから、これにという新たな制度に改まっています。なので、指定さ

れなかった自治体に寄附をしても、税額控除が受けられないという仕組みに今、変わってお

ります。これらの基準に我々もきちんと対応しながらやっておりまして、現在、各サイト運

営会社及び中間業務の委託会社と協議を行いまして、返礼品代を含む募集に対する経費を５

割以内として進めています。 

今年度から市内業者への一部、寄附受領証などの各種書類の発行、発送の経費については、

市内業者に委託を始めておりますので、これらも含めていま進めておりますのでよろしくお

願いしたいと思います。 

３点目であります。返礼品の取り扱い事業者数の推移、それから今後の返礼品の拡大をど

う進めるかということです。当初は 50 事業者、次の年が 60 事業者、これは 10 事業者増え

た。そして、平成 31 年度には 72 業者、これは 12 業者が増えました。今年度については 81

事業者に膨れ上がっています。978品目というラインナップになっております。事業者の方が

登録しやすく、また、地域の返礼品としての自信を持ってもらうような新たな取り組み等が

始まってもおりまして、大変ご協力いただいている状況を喜んでおります。 

返礼品総額の 85％を占めているのが、ブランド力のもととなっております、南魚沼産コシ

ヒカリ、お米であります。そして、主力品目に加えてきょうも永井議員のところでもお答え

した、「雪ふるまち」、そういったイメージ力も含めた南魚沼市の特徴をアピールできる、ま

ずはやはり雪室、ここに関連した返礼品が非常に大きな伸びを示しています。そして体験、

地域との交流を図る企画品目、思いやりや家族の温かさを贈り物にした新しい取り組み、こ

れらにも向かっています。さまざまなノウハウを生かさせていただいてモノからコトへ、ヒ

トへ。やはり人、ここを大事にする交流がこの返礼品の中からも生まれていくことを心から

願っているところであります。 

私の出馬表明を受けて、新聞がこの間、報道を書きました。誰がやってもふるさと納税は

やったはずなので、何の成果でもないと言っている方がいると書いてありました。そのとお

りだと思います。誰がやってもやったでしょう。しかし、やるには市庁舎内の職員のやる気、

そういったものを引き出しつつ、本当に職員に頼ることが大きかったと思います。当初私の

公約は３年以内に１位だと言っていたのですが、それを「何を言っているのだ、市長」とい

うことで私を罵倒というか、叱りつけた職員の姿をいまだに忘れることができません。その
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とおりやってくれていますが、それでもなお１位の座は厳しいなと思いながら進めていると

ころであります。 

今後のふるさと応援隊の問題です。先ほども言及していますが、今、会員数については、

数字が４月末現在で申しわけありませんが、１万人を超えています。現在１万 271 人が、一

番新しい、私がわかっている数字です。そして、会員の皆さんには、メールマガジン等を利

用して定期的に市の観光情報や移住定住等の情報とか、さまざまなことをお送りしています。

今回、先ほど申し上げたとおり、経済回復、経済再生の問題については、大きな意味でふる

さと応援隊の皆さんの力も借りることができるような、そういう力になっていただくことを

心から期待しているところであります。 

雑駁な説明で申しわけございませんが、ふるさと納税全般について語らせていただきまし

た。どうぞよろしくお願いします。 

○議   長  11番・清塚武敏君。 

○清塚武敏君  ふるさと納税、県下ナンバーワンの実現は 

改めて先人たちが築いた魚沼産コシヒカリに、本当に感謝したいところであります。１点

目のどのように分析したかという市長の答弁。私も大体の予想はそうではないかというとこ

ろを、自分なりに分析したり、また、例えば魚沼市のほうの取り組みの事例等もお話を聞い

てみました。 

私がなぜこういう質問をしたかということは、先ほど市長は答弁されましたが、魚沼市も

やはり米なのです。魚沼米なのです。その辺がやはりあれだけ魚沼市も数字を上げるほどの

実績がある。全国から見ればいかにこの魚沼米がすばらしいものか。そして、まだまだ拡大

の要素があるのではないかという視点と、もう一点は怖さ。やはり魚沼市さんのほうがネー

ミングからいうとただの魚沼米と。やはりサイトを見る場合は、ともかく上位のランキング

から見てきます。その辺の怖さが私は心配という中でしております。執行部を初め市長はそ

の辺をどう捉えているのか、もう一度答弁願います。 

○議   長  市長。 

○市   長  ふるさと納税、県下ナンバーワンの実現は 

怖さというよりも、先ほど答弁申し上げたとおり、一緒に喜ぶべきことだという視点でい

きませんか、ということです。これは幾らやったって市名を逆転するわけにも当然いきませ

ん。私自身が全国に行って、よその方の場合、南魚沼市長と大体の方が言ってくれるように

なってきた。認知度が上がってきたと思っているのですけれども、まだでもかなりの人が魚

沼市長と呼びますから、そういうことだと思います。 

そして、もしやるとすれば、やはり圏域の中でもうちょっと魚沼米が伸びるということが、

我々南魚沼も伸びるという観点に立てば、例えばこれから、合併になって久しい昨今という

か現在、今のままのインターチェンジ名でいいのか。例えば駅名も少しそういうことを加え

るとか、そういうことのやはり発想をもってやっていくべきではないか。また、あまり言い

過ぎると空疎な私の、・・・ばかり言ってという話になりますのであまり言い過ぎませんが、
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そういうこともやはり考えてしかるべきではないかと思います。 

全体で伸びていくという思想がなければ観光もこういったこともできないので、あまりこ

の圏域で向こうがいっぱいになったとかそういう議論はしてもあまり――ちょっと残念な点

はあったり、我々も頑張らなければという思いはあるのですけれども、なかなかそれで解決

しないかなと思います。 

○議   長  11番・清塚武敏君。 

○清塚武敏君  ふるさと納税、県下ナンバーワンの実現は 

わかりました。市長の答弁のように、確かに魚沼米は、共同というかお互いにアピールし

て、本当に全国に魚沼米という知名度、そしてふるさと納税のまたアップにつなげられれば

というように思っております。 

次のほうでもよろしいのですけれども、魚沼市の場合は行政がどれだけの努力をというか、

努力はされていると思いますけれども、働きかけがあったのか。ほとんど何もしていないと

いうような話をしております。申し込みサイトを１つだけ増やしたというような話をされて

いました。でも、結果が出たというのがあったもので、何かやはりその辺を、また、市長を初

め、かかわっている担当者がどう分析したのかと思っています。その辺をもう一点だけ最後

に。 

○議   長  市長。 

○市   長  ふるさと納税、県下ナンバーワンの実現は 

この後、担当のほうからも見解というか分析を――やはりいろいろ知っていると思います

から話をしてもらいます。ただ、魚沼米が今回ぼんとこの１年で伸びた。魚沼米としての隣

の市の数字が急に上がったわけです。それはまた次に我々に反映してくるところもあると思

います。ワインの産地であるフランスが、まずはフランスのワインだということからいって、

そこから、ではどこの地方のワインがまたさらにそういう細分化もしてくるわけです。私は

いいほうにつながっていく結果になると思いますが、これについては担当のほうからちょっ

と少し見解を述べさせますのでよろしくお願いします。 

 あと、価格の問題も少し影響していると私はちょっと思っています。 

〔「価格ではないか。価格と言ってはいけないな」と叫ぶ者あり〕 

○議   長  Ｕ＆Ｉときめき課長。 

○Ｕ＆Ｉときめき課長  ふるさと納税、県下ナンバーワンの実現は 

どのように分析しているかという話で、多分、今のお話ですとサイト数に対する対効果と

いうふうな形でお考えかと思います。私どものほうとして昨年度も増やしましたし、今年度、

先ほど市長のほうから申し上げましたとおり、サイトのほうを大幅に増やしました。今まで

４サイトだったものが合わせて９サイト程度まで上がる。これはやはりサイトごとに見てい

ただける客層が違うというのがわかりやすい表現なのでしょうか。今までそういうふうな形

の年齢層の方ですとか、あとはある程度レベルが違うところに対する遡及力というのが、や

はりお米ということで、年齢が高かったところを低いところまで広げたいというような形で
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動かしているのが事実でございます。 

その対費用効果というのが、先ほど最初に市長のほうからもそうですし、清塚議員からも

お話がございましたけれども、始めてから約 1.2倍、1.5倍、1.3倍等で大分増えております。

ことしに至りましてはまだ始まったばかりですので、昨年度とはそれほど大きな違いではご

ざいませんが、1.6倍まで伸びているという形になります。 

 あと、お米の関係の伸びでございますが、このたびのコロナ禍の前の状況ということでお

話をさせていただければ、昨年度は某テレビ番組で「下町ロケット」というような形で、大

変、農業の関係ですとかお米の関係のものの話題がございました。そういうところもござい

ましたので、やはりお米というところの需要が大変伸びているのかなというところはござい

ます。 

 あと、魚沼市と南魚沼市の考え方が違うとは思っているのですが、やはりお米の販売単価

が大分うちのほうが高いというのが現実問題でございます。ですので、選ぶ方にどのように

映るかというところも含めまして、例えば長年おつき合いをいただいているような、味がわ

かっている方に伝わるサイトですとか、自信をもってサイトを運営する、私どもはこれしか

扱わないというような形の特徴のあるようなサイトを使っていくことによって、現状の 1.6

倍をさらに上乗せできるような形が、このところは可能ではないかと。今年度のところはそ

れでスタートさせていただいているという状況でございます。 

以上です。 

○議   長  11番・清塚武敏君。 

○清塚武敏君  ふるさと納税、県下ナンバーワンの実現は 

１点目のところで、もう一つだけちょっと質問させてください。私はここで、分析と戦略

という項目という形でとらせていただきました。やはり、先ほど例えば立川課長も言われて

いました、燕市の話も出ました。その辺で要は市長も市も動画配信とか市のアピールをして

おりました。やはりそういうときには需要が伸びているのかとか、テレビ、メディアで取り

上げられた翌月は伸びているのか、そういうところの分析とかはされているのでしょうか。 

○議   長  市長。 

○市   長  ふるさと納税、県下ナンバーワンの実現は 

していると思います。こういうテレビ放送があったときには、伸びるというのはもう出て

います。担当者は常にそういうことを見ています。 

○議   長  11番・清塚武敏君。 

○清塚武敏君  ふるさと納税、県下ナンバーワンの実現は 

それでは１点目を終わりまして、２点目の質問をさせていただきます。今までは南魚沼市

は５つのサイトということでした。またさらに４つ増やすということで、確かに幅が広いサ

イトは幅広い寄附者を募ることができると思って私もおりました。話題になっておりました

泉佐野市でしたか。泉佐野市はやはり９サイトをやっているそうです。その辺があったもの

で、サイトを増やせばいいものか。経費はそれだけサイトを増やすことによって、サイトの
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運営費というかお金もかかるのではないかと思います。その辺の基準を南魚沼市としては、

どのような判断でやられたのか。もう一度ちょっとその辺を確認したいと思います。 

○議   長  市長。 

○市   長  ふるさと納税、県下ナンバーワンの実現は 

基準ですよね。どういうふうにそれを増やそうかということとか、いろいろな分析をして

だと思います。これは担当者のほうにちょっと答えてもらうことにします。いろいろなこと

を勘案して決めています。 

○議   長  Ｕ＆Ｉときめき課長。 

○Ｕ＆Ｉときめき課長  ふるさと納税、県下ナンバーワンの実現は 

分析というのは、多分、サイトの特徴をいかにして見るかというところで、今回は９サイ

トに増やしたというところでございます。平成 29年度から始めたときには、やはりある程度

大手のサイト、皆さんがご存じのサイトから始めました。このたび４月以降から始めている

ところのサイトですとか後発のサイトは、やはり主力でお考えになっているところの商品な

りがある程度わかりやすく皆様方に伝わるサイトというのを念頭に置いて、ある程度増やし

ていったとお考えていただければいいと思います。 

例えばＡＮＡであれば、旅行が趣味の方で全国どこにでもこういう有名なものがあるとい

うことをもうご存じの方たちですので、その方たちに当地域のお米の関係を出していくとか、

当然お米が主力で、ある程度宣伝もやっていただけるようなところのサイトを増やすという

ような形で、サイトの特徴に合わせ、対象者に合わせて増やしていくという考え方をしてお

ります。 

 あと経費の関係でございますが、一番最初、当市でスタートさせていただいた「ふるさと

チョイス」などの大手のサイトと同じような手数料ですとか、そういうことを念頭に置いて

横並び程度の内容でできるかできないかというところの判断にして、サイトを増やしている

という状況でございます。 

以上です。 

○議   長  11番・清塚武敏君。 

○清塚武敏君  ふるさと納税、県下ナンバーワンの実現は 

最後もう一点であります。自治体によっては自治体直営サイトというようなところを立ち

上げているところもあります。南魚沼市としてはその辺の考えは全然ないと考えてよろしい

のでしょうか。 

○議   長  市長。 

○市   長  ふるさと納税、県下ナンバーワンの実現は 

この点につきましても、担当の課長のほうに答えてもらいます。 

○議   長  Ｕ＆Ｉときめき課長。 

○Ｕ＆Ｉときめき課長  ふるさと納税、県下ナンバーワンの実現は 

自治体直営のサイトというふうな形で、多分例が挙がるのは燕市さんだと思います。燕市
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さんのほうでもサイト自体は民間のサイトを使っておりますが、その以降の関係――商品の

手配ですとか、あとは商品の配送状況、そのような形の問い合わせを直営でやっているとい

う形がメインでございます。そのような形の考え方につきましては、当市のお米というもの

の定期便という制度がございまして、これが１回申し込むと 12 か月分、12 回分の商品の到

着関係も管理しなければいけない等で、ある程度幅広い対応をしなければいけないというこ

とです。燕市さんですと常勤職員が２名、あとは２人程度の非常勤職員ということでやって

いるのですが、お申し込みでのサイクル、管理するサイクルの件数が当市の場合ですと、今、

４万 7,000件ぐらいなのですが、それが最大 12倍まで増えるというような形での流れもござ

います。 

そういうことを考えまして、やはりサイトのほうで準備していただける、問い合わせ等の

コールセンター等もやっていただけるというところ、なおかつ安い手数料でお支払いが可能

なところという観点で動きますので、残念ながら今のところ直営という考え方はしてござい

ません。 

以上です。 

○議   長  11番・清塚武敏君。 

○清塚武敏君  ふるさと納税、県下ナンバーワンの実現は 

わかりました。それでは３点目に移らせていただきます。返礼品の事業者、これも 50、60、

72、81と。そして 978品目、順調に右肩上がりと増えて、恐らく増えればまた視野も広くな

ったり、また、いろいろな返礼品が出てくる期待はしております。 

市長の所信表明資料、一般質問のどなたかの答弁の中にもありました。市の特色を生かし

た返礼品ということで、南魚沼市にいるご両親等の通院、お買い物やお手伝いを助けるため

に、タクシー会社の共通券が新たな返礼品になった。私はこれはすばらしいことだと思って

おります。やはり、市が抱えている高齢者の足の確保、それを都会にいながら地方の親にタ

クシー代。これは非常に私はいいと思っております。そういうような新たな視点とかが大事

になっている。 

あわせまして私が心配しているのは、米がやはりひとり勝ちしております。南魚沼市は農

業だけではなく、観光も産業もあります。やはりそういうところのイベントチケット、体験

ツアー、宿泊のほうが、件数で昨年実績 84件、金額で 789万円と、やはり伸びていないわけ

です。ことしの少雪問題もあったり、またこれから冬に向かって新型コロナウイルス関係も

厳しい環境で、そういうところについての新しい返礼品というような考え方は市長はどう思

っておられますか。 

○議   長  市長。 

○市   長  ふるさと納税、県下ナンバーワンの実現は 

本当にそういうところが伸びてほしいということですが、なかなかモノを受け取るという

ことから、なかなかそう簡単にスイッチしないのかなという思いです。あとはやはり我々も

努力して、当然つくられる民間の皆さんも努力してやるべきだというふうに思っています。 
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特には今回の新型コロナウイルスからの経済回復の中では、そういうような商品ラインナ

ップが並び、ぜひともそれを選んでいただいて、そうすると市のほうに例えば入ってくるも

のも、新型コロナウイルス対策の財源にもできるのではなかろうかとか、そういうこともい

ろいろ考えてやっていきたいというふうに考えています。ぜひともそういう旅行のツールと

か、そういったところが伸びてほしいという気持ちは当然しておりますので、よろしくお願

いします。 

○議   長  11番・清塚武敏君。 

○清塚武敏君  ふるさと納税、県下ナンバーワンの実現は 

もう一点ですが、市長は市長になられてから、やはり雪にかなりこだわっております。雪

ブランドについて、返礼品とかその辺は何かいいお考えを持っておられますか。 

○議   長  市長。 

○市   長 ふるさと納税、県下ナンバーワンの実現は 

雪そのものを本当に送っている六日町小学校もありますからすばらしいですけれども、雪

のことでいえば、ここでもう何度も繰り返していますが、スキーやスノーボードや、例えば

雪山を見に来るとかいろいろあると思うのです。けれども、一番やはり着目しているのは、

雪室が本当にブランド化になってきているというのが、この３年間ですか、４年間の最大の

特徴だと思います。これはもうずっと伸びしろといいますか、まだまだ伸びると私は思って

います。先般も農協さんに雪室をキーワードに、という話は何度ももう申し上げている。そ

して、民間の皆さんにも、いつも雪室の話をさせていただいたりしています。そこから熟成

とか、それからいろいろな発酵文化とか、いろいろなことをやっていけるから、雪そのもの

ではなくて、そういうことで考えています。 

○議   長  11番・清塚武敏君。 

○清塚武敏君  ふるさと納税、県下ナンバーワンの実現は 

大原にはもしかするとイベントで日の目を見ない雪もあるかと思いますが、そういう雪が

欲しい人には何かやっていただければなどと個人的にはちょっと思いながら、今、市長の答

弁を聞かせていただきました。 

 ３番目はもう一点であります。市長は 12地区、地域づくり協議会とかその地区ごとの返礼

品というか特産品というか、そういう声を前に出されておりました。地方というか地域では、

非常に地域の課題で、こうあってほしいとか、予算が欲しいとかいろいろあると思います。

あらかじめ使い道を示して共感した方から寄附を募るガバメント・クラウド・ファンディン

グ等に取り組んでいくお考えがあるのか、その辺について考えがあったら。 

○議   長  市長。 

○市   長  ふるさと納税、県下ナンバーワンの実現は 

私がまた聞きが粗相でちゃんと理解してしゃべっていなかったら、またもう一度聞いてく

ださい。12地区のところに対する考え方で答えればいいのか――こういう聞き方はよくない

ですね。 
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〔「クラウド・ファンディングというか、地域ではいろいろの」と叫ぶ者あり〕 

○市   長  ふるさと納税、県下ナンバーワンの実現は 

それはやはり私も 12 の地区にいろいろ話をしているのです。だから、12 地区で頑張って

いただけると、クラウド・ファンディングでなくても――最初のときから言っているのは、

例えばその地域のものを箱詰めにしたセットで、みんなでそこでやってもらうと、それが例

えば返礼品としては３割入って、しかしそのときに市に入ってくるものを 12の地区のそれぞ

れ今はまちづくり協議会のところに出している、そこを上げていくこともできるから、ぜひ、

みんなで生み出しませんかという話をしていること。それに加えてクラウド・ファンディン

グ等があっても全然それはいいことだと思います。まずは話題をどんどん、そういうことを

提供しているわけです。 

あとは取り組むかどうか。例えば地域の皆さん、議員さんもいらっしゃるではないですか。

そういった皆さんが、ここの水路を直したいということの一助にもつながっているわけです

よね、そのところから。そういう仕組みをつくりたいとずっと言っているので、そこが進ん

でいったらすばらしいと私はずっと思っています。これについては、今ほどの答弁でいいで

すか。 

○議   長  11番・清塚武敏君。 

○清塚武敏君  ふるさと納税、県下ナンバーワンの実現は 

なぜ私がこの質問をしたかといいますと、数年前に同僚議員が予算審議の中で、「クラウド・

ファンディング等について取り組むというお考えはあるか」という質問の中では、「考えてい

きたい」というような答弁が議事録にはあったような気がします。クラウド・ファンディン

グ型ふるさと納税という中で、返礼品もある形もあるそうであります。私も先ほど話をした

ように、やはり地域ではいろいろな問題があると思います。物が欲しいのもあるかもわから

ないし、１つの事業をやりたいのもあるかもわからない。例えば、大崎の火渡りをもっと若

者――後継者育成、一村尾の神楽もそうです。塩沢でもいろいろそういう人たちがいると思

います。そういう人たちの気持ちを酌んだように行政が指導して、一つのふるさと納税とい

う形もできるのではないかと思ってお話をしたわけです。その辺どうでしょうか。 

○議   長  市長。 

○市   長  ふるさと納税、県下ナンバーワンの実現は 

そのとおりです。そういうところにちょっと力を入れ足りなかったかというふうにも思う

ので、ぜひやりたい。ただ、いろいろな角度で、例えば歌舞伎の振興なども違う角度のいろ

いろなところで、直接の助成も受けられるとか、そういうことは常に電波を張っているつも

りなのですけれども、議員がおっしゃるとおりです。そういうことをぜひ、指導というとち

ょっと言葉が変です。だから一緒になって取り組んでいければという思いです。 

○議   長  11番・清塚武敏君。 

○清塚武敏君  ふるさと納税、県下ナンバーワンの実現は 

わかりました。それでは最後、ふるさと応援隊について質問をさせていただきます。市長
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の答弁にありましたが、４月 27日現在で１万 271人というのが、資料の中にも示してありま

した。この中でふるさと応援隊については、移住定住や観光発展のための提言やアイデア等

を募集しているような形になっております。やはり、地元にいる人ではない目線で、地方へ

出た人とかそういう目線での考え、アイデアとかが寄せられていると思います。最後のほう

になりますけれども、そういう地域の声が反映されている事例はどのようなものがあるか。

市長が頭の中に残っていたら教えていただきたいと思います。 

○議   長  市長。 

○市   長  ふるさと納税、県下ナンバーワンの実現は 

私がちょっとなかなか解釈が下手くそなので――応援隊からの声の中で印象に残っている

ものが……（「メッセージを」と叫ぶ者あり）メッセージの中で……（「要は応援隊の声を取

り上げるところがあるのか」と叫ぶ者あり）これはちょっと担当者のほうに答えてもらいま

す。私の中でぱっと今これだというのがちょっと思いつきません。 

○議   長  Ｕ＆Ｉときめき課長。 

○Ｕ＆Ｉときめき課長  ふるさと納税、県下ナンバーワンの実現は 

メッセージと申しましても、具体的に提言という形のメッセージは大変少のうございます。

それが実態でございます。やはり応援隊でわかりやすい表現をすれば、初めてお米を食べて

おいしかったから始まってファンになったので、お米を何回も定期便で申し込みをさせてい

ただきました等のご意見なり、喜びの言葉、応援の言葉がほとんどでございます。現実問題、

応援隊の中の――約１万人いるのですが、約３割の方がリピーターの方です。前に頼んでい

ただいた返礼品を、また次回も行う。イコール、ある程度定期的にふるさと納税をしていた

だくという方が多ございまして、なかなか私どもが地域ともつながっていただきたいという

ような形のメッセージというのは、少のうございますのが現状です。 

ですので、私どもとしては何とかその寄附をしていただいて応援する。もうちょっと深い

ところで来ていただくとか、地域と触れ合っていただきたいという形で、モノからコトへの

返礼品も増やしていくべきだという考えに基づいて、現在進んでいるところでございます。 

以上です。 

○議   長  市長。 

○市   長  ふるさと納税、県下ナンバーワンの実現は 

加えてちょっと言います。一番、メッセージの中でうれしかったときのことを言います。

特Ａから落ちたとき、「負けるな」という声が殺到しました。そしてその後、「私は食べてい

るけれども、全く変わらない。頑張れ」という声だったのです。そして特Ａを復帰させたと

きの喜びの声の集まり方というのは、我々にとっては感動的なものだったと。そのときが一

番、その２点が一番です。 

○議   長  11番・清塚武敏君。 

○清塚武敏君  ふるさと納税、県下ナンバーワンの実現は 

最後になりますが、このふるさと応援隊だけではない、ふるさと納税の中では、やはりリ
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ピーターというか本当の意味で南魚沼市を応援してくれている方は、本当に大事にしていか

なければならないと思っております。 

ふるさと納税制度もいつまで続くか保証もないわけであります。今、一生懸命発信して、

南魚沼市の豊かな自然や人、米や酒などの産物を本気で愛してくれるふるさと応援隊を拡大

し、南魚沼ファンを全国に増やすことができ、そして何よりも南魚沼市民がみんなでお礼と

感謝の気持ちを発信できれば、ふるさと納税、県下ナンバーワンの実現は見えてくると確信

しております。 

市長、最後にナンバーワンはできそうですか。 

○議   長  市長。 

○市   長  ふるさと納税、県下ナンバーワンの実現は 

これは私だけではなくて、皆さんと一緒に成し遂げたいと思っていると思います。ただ、

任期中には結果が出ない、見えない。これが残念でなりません。 

以上です。 

○議   長  以上で清塚武敏君の一般質問を終わります。 

○議   長  以上で本日の日程は全部終了いたしました。 

○議   長  本日はこれで散会いたします。次の本会議は、６月 12日金曜日、午前９時

30分、当議事堂で開きます。大変ご苦労さまでした。 

〔午後２時 43分〕 
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